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特
集市長・議長　新年のごあいさつ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。日
頃
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力

に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
世
界
的
な
大
流
行
と
い
う
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態

が
発
生
し
、
飛
騨
市
に
お
い
て
も
市
民

生
活
や
地
域
経
済
に
多
大
な
影
響
が
出

ま
し
た
。ま
た
、七
月
豪
雨
は
飛
騨
地
域

に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
と
な
り
、
幸

い
に
し
て
市
内
で
は
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
道
路
崩
壊
な
ど

で
交
通
事
情
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
待
ち
望
ん
で
い
た

国
道
41
号
船
津
割
石
防
災
事
業
が
着
手

さ
れ
、大
型
低
温
重
力
波
望
遠
鏡「
Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｒ
Ａ
」
の
実
験
開
始
や
ハ
イ
パ
ー
カ

ミ
オ
カ
ン
デ
整
備
の
進
展
、
更
に
こ
れ

ま
で
想
像
も
し
得
な
か
っ
た
市
内
で
の

私
立
四
年
制
大
学
設
立
構
想
が
立
ち
上
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ハ
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パ
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ミ
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カ
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整
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進
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で
想
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も
し
得
な
か
っ
た
市
内
で
の

私
立
四
年
制
大
学
設
立
構
想
が
立
ち
上

が
る
な
ど
、
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
第
３
波
の
感
染
拡
大
が
起
こ

り
、
市
内
で
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。市
で
は
毎
週
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
を
開
催

し
、
市
民
生
活
や
市
内
事
業
者
の
状
況

変
化
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、
基
本
的
な

感
染
対
策
を
反
復
・
徹
底
し
つ
つ
、
で

き
る
限
り
経
済
活
動
を
回
す
と
い
う
方

針
の
も
と
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
事
業
や

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
中
に
あ
っ

て
、課
題
に
丁
寧
に
向
き
合
い
、い
い
と

思
う
こ
と
は
と
に
か
く
実
践
し
て
み
る

と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ツ
ア
ー
の
実
施
や
農
業
ま
つ

り
か
ら
姿
を
変
え
た
飛
騨
市
ま
る
ご
と

食
堂
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
知
見
や
経
験
か

ら
新
た
な
手
法
や
取
り
組
み
を
生
み
出

し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
春
以
降
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
本
格
的
に
始
ま
る
と
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
劇
的
な
終
息
は
見
通
せ
る
状
況
に

は
な
く
、「
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
る
生
活
」

は
今
後
も
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、本
年
も

コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
し
つ
つ
、
市

が
目
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お
り
ま
す
「
元
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で
あ
ん
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野
で
は
、
弱
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立
場
の
方
の
支
援

や
暮
ら
し
の
質
の
充
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を
目
標
に
、
コ

ロ
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対
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で
ご
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宅
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世
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が
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も
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や
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に
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が
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地
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に
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も
甚
大
な
被
害
と
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、
幸

い
に
し
て
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で
は
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
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で
し
た
が
、
道
路
崩
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な
ど

で
交
通
事
情
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

そ
の
よ
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な
中
、
待
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望
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で
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Ｒ
Ａ
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の
進
展
、
更
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が
る
な
ど
、
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
第
３
波
の
感
染
拡
大
が
起
こ

り
、
市
内
で
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。市
で
は
毎
週
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
を
開
催

し
、
市
民
生
活
や
市
内
事
業
者
の
状
況

変
化
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、
基
本
的
な

感
染
対
策
を
反
復
・
徹
底
し
つ
つ
、
で

き
る
限
り
経
済
活
動
を
回
す
と
い
う
方

針
の
も
と
、
様
々
な
対
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を
講
じ
て
お

り
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す
。

ま
た
、
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で
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々
な
事
業
や

イ
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が
中
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に
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に
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、
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イ
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の
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験
か

ら
新
た
な
手
法
や
取
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を
生
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出
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も
の
も
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す
。
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、
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の
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が
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的
に
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と
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が
、
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的
な
終
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は
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通
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る
状
況
に

は
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コ
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と
共
に
生
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る
生
活
」

は
今
後
も
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
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う
し
た
状
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の
中
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も
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、
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の
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る
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と
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く
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に
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た
事
業
を
着
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に
進

め
て
ま
い
り
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。

ま
ず
、「
あ
ん
き
な
飛
騨
市
づ
く
り
」

の
分
野
で
は
、
弱
い
立
場
の
方
の
支
援

や
暮
ら
し
の
質
の
充
実
を
目
標
に
、
コ

ロ
ナ
対
策
で
ご
好
評
を
得
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
や
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
商
品
販
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サ
ー
ビ
ス
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の
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の

充
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、認
知
症
高
齢
者
の
サ
ポ
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ト
、多

重
債
務
者
の
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な
ど
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、神
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町
山
田
地

内
に
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を
進
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り
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し
た
多
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の
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の
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、
無
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市
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が
再
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、
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は
議
員
定
数
に

一
名
不
足
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
四
名
が
新
人
と
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う

新
し
い
議
会
が
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し
ま
し
た
。

都
竹
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長
が
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げ
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元
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、
誇
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の
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と
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、
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で
は
あ
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が
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今
、
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イ
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ー
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オ
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デ
計
画
が

運
用
開
始
に
向
け
て
工
事
が
着
実
に

進
め
ら
れ
、
大
い
に
期
待
で
き
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、
昨
年
か

ら
九
回
に
渡
り
緊
急
支
援
策
を
重
ね
、

地
元
経
済
や
医
療
関
係
機
関
に
万
全

の
対
策
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
や
事
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の
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さ
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の
感
染
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で
は
、
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、
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対
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が
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を
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。
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、
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で
は
、
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の
方
向
性

を
示
す
総
合
政
策
指
針
に
基
づ
き
、
ま

ち
づ
く
り
を
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さ
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が
生
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、
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、
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の
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を
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こ
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に
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で
取
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で
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の
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が
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と
納
税
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金
で
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、
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な
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に
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を
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、
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、
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、
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の
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で
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が
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も
の
の
、
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な
被
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に
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ず
、
今

後
も
災
害
対
応
に
は
万
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を
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す
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が
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、
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を
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、
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 飛騨市議会議長
　　　葛谷　寛德
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飛騨市外国人材交流会外
市内で働く外国人技能実習生らに日本の文化を知ってもらおうと12日、外国

人向けにつるし飾りの体験会を市役所で開催しました。
市内事業所では、ベトナムやインドネシアなどから多くの技能実習生らが訪

れ、さまざまな業務に従事しています。市では、外国人に会社の垣根を越えて仲
間の輪を広げてもらうため、毎年交流会を開催しています。

この日は、市内の愛好家団体「つるしかざり研究会」の皆さんに講師として協
力していただき、市内の製造業など４社に勤務する外国人14人がつるし飾り作
りに挑戦しました。

参加者は、針と糸を使って布地の形を整え、７つのパーツを作り、最後にパー
ツを組み合わせて球状のつるし飾りを完成させました。

国人実習生 日本の文化に触れる12/12

黒内果樹園の天木政彦さん「岐阜県地域子ども支援賞」受賞子
市内の小学生にリンゴの栽培を教えてきた黒内果樹園の天木政彦組合長が、

子どもの地域活動への支援をたたえる「岐阜県地域子ども支援賞」を受賞さ
れ、18日に沖畑教育長から伝達表彰を受けました。
　この賞は、子どもたちが地域で行うさまざまな活動を一生懸命に支え、地域
にも貢献している、団体・個人に対して知事から表彰されるものです。

天木組合長は20年以上前から市内の小学校と特別支援学校からリンゴ栽培
体験や収穫体験の依頼を受けており、毎年リンゴの摘果や袋掛けなどを体験す
る機会を用意し、子どもたちを指導してきました。
　天木組合長は「果樹園として続けてきた取り組みが評価されてありがたい」
と話されました。

どもたちへの長年の体験提供が称えられる12/18

小学生向けドローン体験会を開催児
地域おこし協力隊でドローンの専門的な知識と経験を持つ山﨑裕考さんに

よる市内小学生向けドローン体験会が20日、古川町公民館で行われました。
この体験会は、市内の子どもたちに最先端技術に触れてもらう機会を増や

し、ドローンに興味を持ってもらうことを目的に開催したものです。
この日は市内小学生25人が参加し、山﨑さんに教わりながらプログラミン

グや小型ドローンの操縦体験、FPVと呼ばれるドローン目線での迫力ある映
像を見るなどして、ドローンに触れました。

児童らは、熱心に山﨑さんの話を聞きながら、楽しくドローンについて学ん
でいました。

童らがドローンに触れ楽しむ12/20

交通安全協会神岡支部が反射チョッキを神岡中学校へ贈呈交
市交通安全協会神岡支部（吉村三治支部長）が12月23日、神岡中学校に

反射材の付いた交通安全啓発用のチョッキ50着を贈りました。
このチョッキは、警察と高校生が連携して防犯や交通安全などの社会貢献

活動を行う「ＭＳリーダーズ」を務める生徒と保護者、同校職員らが交通安全
週間などで着用するほか、同校が取り組んでいる「ふるさと健脚大会」でもラ
ンナーの安全確保のため利用するそうです。

この日は、支部のメンバーと飛騨警察署員ら４人が同校を訪れて「ドライ
バーや歩行者からよく見え、夏は涼しいメッシュ地のチョッキです」と上口淳
校長に手渡しました。上口校長は「地域の方々のこうしたサポートは大変あり
がたいです」と話していました。

通安全や地域貢献のために使用して12/23

クリスマスマーケットin神岡を開催ク
イルミネーションやおいしい食べ物などでクリスマスの雰囲気を楽しんでも

らおうと「クリスマスマーケットin神岡」が12日、神岡町の本町防災公園で行わ
れました。

このイベントは、コロナ禍でさまざまなイベントが中止となる中、年末に少し
でも明るい気持ちになってもらおうと、飛騨市観光協会が開催したものです。

会場には、この日だけのあたたかい食べ物や飲み物、物販など12店舗が出展
され、地元住民らなどでにぎわいました。

また、クリスマスイルミネーションも設置され、参加者らは一足早いクリスマ
スを楽しみました。

リスマスの雰囲気を楽しむ12/12

飛騨市美術館収蔵品展 記念ワークショップ自
飛騨市美術館収蔵品展「何にみえる？何を感じる？～抽象美術へのいざない

～」の開催を記念して19日、「抽象表現を楽しもう！」と題したワークショップを
開催し、市内の絵画愛好者ら６人が抽象画に挑戦しました。

この日は、地元で活躍する抽象画専門の画家・横山明男さん（高山市）が筆
のほかマスキングテープやストローなども使って、描き方の手本を示した後、参
加者らは工夫を凝らして、彩り豊かな作品を仕上げました。

参加した布谷千里さん（古川町）と柳尾恭子さん（古川町）は画用紙に向かっ
てペイントを含ませた筆を振って色を付けるなど、さまざまな技法にチャレンジ
し「自分だけの作品を作ることができてとても楽しかったです」と笑顔を見せて
いました。

自分だけの作品を描き、抽象表現を楽しむ12/19

飛騨市民病院のデイルームが飛騨の家具で一新入
　飛騨市民病院の入院患者が集まる２階のデイルームが21日、地域住民で
つくる「飛騨市民病院を守る会」からの寄付で、柏木工の協賛により飛騨
の家具による素敵な空間に生まれ変わりました。
　この日はデイルームの披露式が行われ、黒木嘉人病院長が同会と同社の
代表者に感謝状を手渡しました。
　黒木病院長は「飛騨の素晴らしい家具で素晴らしい癒しの空間が生まれ
た。病院としてできなかったことを守る会に助けられ実現できてうれしい」
と感謝を述べました。同会の針田俊一会長は「デイルームが安らぎを与え
る温かい空間になった。会としてできる範囲で、地域の宝でもある病院の
力になりたい」と話されました。

院患者の安らぎの場所に12/21

第22回米・食味分析鑑定コンクール国際大会結果報告飛
静岡県駿東郡小山町で開催された第22回米・食味分析鑑定コンクール国

際大会で金賞等を受賞した農家らが23日、市役所を訪れ都竹市長に受賞を
報告しました。

この日は各部門で受賞した、飛騨市うまいお米研究会に加わる和仁農園の
平田昌英さんとみつわ農園の永田政和さん、古田雄貴さん、稲越農業改良組
合の宮本善秋さんらが市役所に訪れ、受賞の喜びを都竹市長に報告しまし
た。

都竹市長は「これからもおいしいお米を作ってもらいたい」と激励の言葉を
贈り、国際総合部門で金賞に輝いた平田さんは「農園スタッフみんなの力で６
年連続で金賞を受賞することができた」と話しました。

騨市のお米が金賞・特別優秀賞を受賞12/23
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新たな誓いを胸に
飛騨市成人式
飛騨市成人式が１月３日、市内２会場で開かれました。
今年の新成人は279人（男性150人、女性129人）。
色あざやかな振り袖や真新しいスーツに身を包み、大人の仲
間入りをしました。
コロナ禍での成人式でしたが、感染対策の徹底や、来賓の縮少
に加え、参加できない方や保護者の方向けに、式の様子をオン
ライン配信するなど、工夫して開催されました。

新春恒例の飛騨市消防出初式が１月 10 日に開かれ、各地域の消防団員や消防職
員など約 130人が出席し、防火防災への決意を新たにしました。
今年は新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえ、規模を縮小し、分列行進、
梯子乗りは中止し、式典のみの開催となりました。
この日は、神岡町公民館で式典が開かれ、消防活動に功績のあった団員やその家
族、社会貢献事業所が表彰されました。

防災の決断新たに
飛騨市消防出初式

岐阜県知事表彰
【社会貢献事業所感謝状表彰】
株式会社三晃設備工業

【永年勤続功労章】
木下　雅人　神岡方面隊本部
鈴木　俊輔　神岡方面隊第２分団
茂利　岳則　神岡方面隊第３分団
島田　賢一　神岡方面隊第３分団
阪上　伸朗　神岡方面隊第３分団
田口　郁子　古川方面隊本部
柏木　俊和　河合方面隊本部
森下　一仁　宮川方面隊本部
大下　俊昭　飛騨市消防本部
池尾　隼人　飛騨市消防本部
田近　雄一　飛騨市消防本部

【勤続功労章】
木下　雅人　神岡方面隊本部
中野　広満　神岡方面隊第２分団
長原　学　　神岡方面隊第２分団
茂利　岳則　神岡方面隊第３分団
中村　勝　　古川方面隊本部
重山　好範　古川方面隊本部
森下　一仁　宮川方面隊本部
原　　保宏　飛騨市消防本部
野尻　寛之　飛騨市消防本部

【功労章】
西谷　康広　神岡方面隊本部
和仁　幸広　神岡方面隊第１分団
芝山　哲　　古川方面隊ラッパ分団
森下　和哉　古川方面隊第１分団
畑　　亮徳　河合方面隊第１分団
中畑　和弘　河合方面隊第２分団
村上　誠　　宮川方面隊第１分団
新谷　宗介　宮川方面隊第３分団
中田　貴彦　飛騨市消防本部

他 32 人

【消防団員優秀家族賞】
東　　厚子　神岡方面隊第２分団
中野　夏希　神岡方面隊第２分団
塚腰　美穂　古川方面隊第１分団
清水真知子　古川方面隊第３分団
稲葉　佑子　古川方面隊第３分団
田中　知美　古川方面隊第４分団
杜腰　典子　古川方面隊第５分団
水川　麻美　河合方面隊第３分団

飛騨市長表彰
【特別功労章】
荒井　淳司　神岡方面隊第１分団
小鳥川　悟　古川方面隊自動車分団
吉眞　磯雄　河合方面隊第２分団
下林　弘明　宮川方面隊第１分団

他８人
【勤労章】
川上　慶太　神岡方面隊第１分団
砂田　貴弘　古川方面隊自動車分団
小枝　泰浩　古川方面隊第１分団
幅野　雅道　河合方面隊第１分団
野村　孝幸　宮川方面隊第１分団

他 23 人

岐阜県消防協会長表彰
【功績章】
大坪　頌児　神岡方面隊第１分団
黒木　隆義　古川方面隊ラッパ分団
神瀬　隆之　古川方面隊第１分団
大下　哲也　河合方面隊第１分団
野道　涼太　宮川方面隊第１分団
脇田　拓　　飛騨市消防本部

他 37 人

【勤労章 20年】
梶山　克巳　神岡方面隊第１分団
中村　勝　　古川方面隊本部
板屋　克也　河合方面隊第２分団

荒谷　安則　宮川方面隊第２分団
他 15 人

【勤労章 15年】
井上　和也　神岡方面隊第２分団
中田　好美　古川方面隊女性分団
下堂前公介　河合方面隊第２分団
平澤　和也　宮川方面隊第１分団

他 25 人

飛騨市消防協会長表彰
【功績章】
小椋　賢一　神岡方面隊第１分団
板屋　弘美　古川方面隊女性分団
蒲　　俊雄　古川方面隊自動車分団
横江　桂治　古川方面隊第１分団
中畑　和弘　河合方面隊第２分団
山口　雅良　宮川方面隊第１分団

他 25 人

【勤労章】
井波　博之　神岡方面隊第１分団
山口　伸吾　古川方面隊ラッパ分団
住田　真一　古川方面隊第１分団
小林　和真　河合方面隊第２分団
荒川　晃司　宮川方面隊第３分団

他 35 人

飛騨市消防団長表彰
【優良団員章】
大坪　万政　神岡方面隊第１分団
谷開　優斗　古川方面隊ラッパ分団
北平江利子　古川方面隊女性分団
桑田　大也　古川方面隊第１分団
盤所　諭　　河合方面隊第２分団
泉　　祐史　宮川方面隊第３分団

他 16 人

（注：撮影時のみマスクを外しています）
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横江　桂治　古川方面隊第１分団
中畑　和弘　河合方面隊第２分団
山口　雅良　宮川方面隊第１分団

他 25 人

【勤労章】
井波　博之　神岡方面隊第１分団
山口　伸吾　古川方面隊ラッパ分団
住田　真一　古川方面隊第１分団
小林　和真　河合方面隊第２分団
荒川　晃司　宮川方面隊第３分団

他 35 人

飛騨市消防団長表彰
【優良団員章】
大坪　万政　神岡方面隊第１分団
谷開　優斗　古川方面隊ラッパ分団
北平江利子　古川方面隊女性分団
桑田　大也　古川方面隊第１分団
盤所　諭　　河合方面隊第２分団
泉　　祐史　宮川方面隊第３分団

他 16 人

（注：撮影時のみマスクを外しています）



６７ 2021年１月号

市と古川国府給食センターでは、令和３年４月1日採用予定の会計年度任用職員を以下のとおり募集します。

【会計年度任用職員とは】
　１年度内（４月 1 日から翌年３月 31 日まで）に任用される非常勤一般職の職員です。地方公務員法上の服務に関する規定が
適用されます。
【募集職種】

※１　勤務年数により、社会保険から岐阜県市町村職員共済組合、雇用保険から岐阜県市町村職員退職手当組合への移行あり
※２　月額により社会保険に該当しない場合あり
【勤務条件等】　任期　令和３年４月１日～令和４年３月 31 日まで
※成績良好かつ次年度も必要な職の場合、２回を限度で再任あり）
※詳細は、飛騨市ホームページ（他職種の記載あり：右 QR コード）をご覧いただくか、総務課人事給与係まで
お問合せください
【申込方法】
　１月 15 日（金）から１月 29 日（金）（必着）までに市販の履歴書に必要事項を記入し、資格の必要なものは資格証の写しを添え
て提出または郵送により応募ください。また、余白に希望する職種の記号および名称を記載ください。
【選考方法】
　書類選考の上、応募人数により面接試験を行います。面接試験は、２月中旬～下旬を予定（別途案内）しています。

場
版ドイワ

広の報情 場
版ドイワ

広の報情

募

　
　集
令和３年度会計年度任用職員の募集について【追加募集】

総務課　 0577-73-7461

職種の名称 勤務する場所 資格要件等 勤務時間等（※1） 募集人数

Ａ

B

C

D

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｅ

Ｆ

若干名

若干名

２名程度

若干名

若干名

１名

１名

１名

１名

１名

１名

■口座振替の方
納期限前日までに残高の確認をお願

いします。

■納付書の方
　納付書に記載の金融機関、コンビニ、ス
マートフォン決済アプリ等で納付して
ください。

毎月給与の支払いを受けている方は
勤務先の事業所で給与から住民税を差
し引く方法による納税ができますので、
事業主にご相談ください。

お
知
ら
せ
令和２年分　確定申告相談のお知らせ

お
知
ら
せ

市・県民税第４期分の
納期限は２月１日（月）です

■給与支払報告書、償却資産申告書の
提出
　提出期限：２月１日（月）
※早めの提出をお願いします

■特別徴収義務者に指定されている事
業主の皆さまへ
　退職が１月１日～５月 31 日までの方
は一括徴収が義務付けられています。
令和２年度分（令和３年 5 月分まで）の
未徴収額を一括徴収してください。

■「商工業生産設備等に対する飛騨市
税の特例に関する条例」に基づく減免
制度
　以下の①②を満たす場合、対象となる
資産の固定資産税が３年間免除されま
す。
①対象となる事業者
　市内において製造業、旅館業、農林水産

物等販売業を営まれている法人およ
　び個人の方
②課税免除の要件

昨年中に①の事業の用に供する資産
（取得額の合計が 2,700 万円を超える

　こと）を新設または増設した場合等
※申請をご検討の方は税務課へお問い
　合せください

お
知
ら
せ
事業主の方へ

令和２年分の確定申告・市県民税申告相談を以下のとおり行います。

■開設期間
　令和３年２月 16 日（火）～３月 15 日（月）　※土日祝日除く
■申告会場
　・市役所西庁舎３階大会議室　　・河合振興事務所
　・神岡振興事務所３階　　　　　・宮川振興事務所
　・高山税務署会場：高山合同庁舎２階（高山駅裏）
■開設時間
　８：30 ～ 12：00（受付 11：00 まで） 13：00 ～ 17：00（受付 16：00 まで）
※セキュリティ上、市役所へは 8：15 以降でないと入れません
※土地・建物・株式などの譲渡所得のある方は高山税務署会場をご利用ください
※高山税務署会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要
です。入場整理券は当日高山税務署で配布しますが、LINE アプリにて事前取得もでき
ます（LINE ID 「@kokuzei」）

●税務署員による出張税務相談
■相談会場　市役所　西庁舎３階　■相談日　２月 18 日（木）
■時間　９：30 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

●申告相談をご利用になる場合の注意事項
　・新型コロナウイルス感染防止のため、必ずマスクの着用と会場入場の際には手指

の消毒と検温にご協力をお願いします。
　・マイナンバーの確認のため、通知カードやマイナンバーカードをお持ちください。
　・市役所および各振興事務所での申告相談では、譲渡所得等の申告について相談を
　　お受けできない場合がありますので、あらかじめご了承ください。また、青色申告
　　の方は提出のみ受け付けます。
　・農業所得や営業所得等がある方は収支内訳書を事前に作成し、ご持参ください。
　・医療費控除を受ける方は明細書を事前に作成し、ご持参ください。

（明細書様式は、市役所および各振興事務所に備え付けてあります）

●申告書はご自分で作成してお早めに
　・国税庁のホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、ご自分で確定申告書

の作成ができます。
また、所得税・消費税については、国税電子申告・納税システム（e-Tax）が利用で　

　きます。
国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp/
e-Tax ホームページ　https://www.e-tax.nta.go.jp/

●令和２年分所得税などの申告および納付期限
　所得税・贈与税　３月 15 日（月）　消費税　３月 31 日（水）
　・期限までに申告・納付してください。
　・納付書をお持ちでない方は、税務署、市役所および振興事務所に備え付けの納付書
　をご利用ください。

※所得税・消費税については、便利で安全・確実な「振替納税」をご利用ください
　振替日　所得税　４月 19 日（月）　消費税　４月 23 日（金）

税務課 0577-73-3742
高山税務署 0577-32-1020

税務課
各振興事務所（税務担当）

0577-73-3742

税務課 0577-73-3742

資格不問

資格不問

資格不問

一般事務補助（一般事務補助員） 飛騨市役所
各振興事務所

飛騨市役所
各振興事務所

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）のうち、7時間勤務 週35時間

一般事務補助（一般事務補助員）
※障がい者雇用枠

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分　（月～金）

一般事務補助（農業相談員） 飛騨市役所
時間額880円～920円
社会保険（※２）、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分　（月～金）週3日程度

技能労務補助（宿直員） 飛騨市役所 資格不問
時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
17時15分～8時30分（水～日）のうち、7時間45分勤務

技能労務補助（用務員兼宿直員） 神岡振興事務所 資格不問

時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
用務員業務時：8時30分～17時15分
宿直員業務時：17時15分～8時30分のうち、7時間45分勤務
上記勤務をシフトにより週５日

一般事務補助（一般事務補助員） 古川国府
給食センター 資格不問

時間額880円～920円
雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～14時30分（月～金）
勤務時間、休日について相談可

保育士 市内保育園 保育士
時間額1,030円～1,100円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～16時30分（月～金）

ICT支援員 市内小中学校 教員免許
時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

スタディサポーター 古川・河合・宮川
地区の小中学校 教員免許

時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

看護助手 飛騨市民病院 資格不問

時間額960円～1,010円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
週５日を基本とした２交替勤務
勤務時間相談可（※２）

薬剤師 飛騨市民病院 薬剤師
月額188,400円～199,300円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）



６７ 2021年１月号

市と古川国府給食センターでは、令和３年４月1日採用予定の会計年度任用職員を以下のとおり募集します。

【会計年度任用職員とは】
　１年度内（４月 1 日から翌年３月 31 日まで）に任用される非常勤一般職の職員です。地方公務員法上の服務に関する規定が
適用されます。
【募集職種】

※１　勤務年数により、社会保険から岐阜県市町村職員共済組合、雇用保険から岐阜県市町村職員退職手当組合への移行あり
※２　月額により社会保険に該当しない場合あり
【勤務条件等】　任期　令和３年４月１日～令和４年３月 31 日まで
※成績良好かつ次年度も必要な職の場合、２回を限度で再任あり）
※詳細は、飛騨市ホームページ（他職種の記載あり：右 QR コード）をご覧いただくか、総務課人事給与係まで
お問合せください
【申込方法】
　１月 15 日（金）から１月 29 日（金）（必着）までに市販の履歴書に必要事項を記入し、資格の必要なものは資格証の写しを添え
て提出または郵送により応募ください。また、余白に希望する職種の記号および名称を記載ください。
【選考方法】
　書類選考の上、応募人数により面接試験を行います。面接試験は、２月中旬～下旬を予定（別途案内）しています。

場
版ドイワ

広の報情 場
版ドイワ

広の報情

募

集
令和３年度会計年度任用職員の募集について【追加募集】

総務課　 0577-73-7461

職種の名称 勤務する場所 資格要件等 勤務時間等（※1） 募集人数

Ａ

B

C

D

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｅ

Ｆ

若干名

若干名

２名程度

若干名

若干名

１名

１名

１名

１名

１名

１名

■口座振替の方
納期限前日までに残高の確認をお願

いします。

■納付書の方
納付書に記載の金融機関、コンビニ、ス

マートフォン決済アプリ等で納付して
ください。

　毎月給与の支払いを受けている方は
勤務先の事業所で給与から住民税を差
し引く方法による納税ができますので、
事業主にご相談ください。

お
知
ら
せ
令和２年分　確定申告相談のお知らせ

お
知
ら
せ

市・県民税第４期分の
納期限は２月１日（月）です

■給与支払報告書、償却資産申告書の
提出
　提出期限：２月１日（月）
※早めの提出をお願いします

■特別徴収義務者に指定されている事
業主の皆さまへ
　退職が１月１日～５月 31 日までの方
は一括徴収が義務付けられています。
令和２年度分（令和３年 5 月分まで）の
未徴収額を一括徴収してください。

■「商工業生産設備等に対する飛騨市
税の特例に関する条例」に基づく減免
制度
　以下の①②を満たす場合、対象となる
資産の固定資産税が３年間免除されま
す。
①対象となる事業者
　市内において製造業、旅館業、農林水産
　物等販売業を営まれている法人およ
　び個人の方
②課税免除の要件
　昨年中に①の事業の用に供する資産
　（取得額の合計が 2,700 万円を超える
　こと）を新設または増設した場合等
※申請をご検討の方は税務課へお問い

合せください

お
知
ら
せ
事業主の方へ

令和２年分の確定申告・市県民税申告相談を以下のとおり行います。

■開設期間
令和３年２月 16 日（火）～３月 15 日（月）　※土日祝日除く
■申告会場

・市役所西庁舎３階大会議室　　・河合振興事務所
・神岡振興事務所３階 ・宮川振興事務所
・高山税務署会場：高山合同庁舎２階（高山駅裏）
■開設時間

８：30 ～ 12：00（受付 11：00 まで）　13：00 ～ 17：00（受付 16：00 まで）
※セキュリティ上、市役所へは 8：15 以降でないと入れません
※土地・建物・株式などの譲渡所得のある方は高山税務署会場をご利用ください
※高山税務署会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要
です。入場整理券は当日高山税務署で配布しますが、LINE アプリにて事前取得もでき
ます（LINE ID 「@kokuzei」）

●税務署員による出張税務相談
■相談会場　市役所　西庁舎３階　■相談日　２月 18 日（木）
■時間　９：30 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

●申告相談をご利用になる場合の注意事項
・新型コロナウイルス感染防止のため、必ずマスクの着用と会場入場の際には手指
  の消毒と検温にご協力をお願いします。
・マイナンバーの確認のため、通知カードやマイナンバーカードをお持ちください。
・市役所および各振興事務所での申告相談では、譲渡所得等の申告について相談を

お受けできない場合がありますので、あらかじめご了承ください。また、青色申告
の方は提出のみ受け付けます。

・農業所得や営業所得等がある方は収支内訳書を事前に作成し、ご持参ください。
・医療費控除を受ける方は明細書を事前に作成し、ご持参ください。
 （明細書様式は、市役所および各振興事務所に備え付けてあります）

●申告書はご自分で作成してお早めに
・国税庁のホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、ご自分で確定申告書
の作成ができます。
また、所得税・消費税については、国税電子申告・納税システム（e-Tax）が利用で
きます。
国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp/
e-Tax ホームページ　https://www.e-tax.nta.go.jp/

●令和２年分所得税などの申告および納付期限
所得税・贈与税　３月 15 日（月）　消費税　３月 31 日（水）
・期限までに申告・納付してください。
・納付書をお持ちでない方は、税務署、市役所および振興事務所に備え付けの納付書
をご利用ください。
※所得税・消費税については、便利で安全・確実な「振替納税」をご利用ください
振替日　所得税　４月 19 日（月）　消費税　４月 23 日（金）

税務課 0577-73-3742
高山税務署 0577-32-1020

税務課
各振興事務所（税務担当）

0577-73-3742

税務課 0577-73-3742

資格不問

資格不問

資格不問

一般事務補助（一般事務補助員） 飛騨市役所
各振興事務所

飛騨市役所
各振興事務所

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）のうち、7時間勤務 週35時間

一般事務補助（一般事務補助員）
※障がい者雇用枠

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分 （月～金）

一般事務補助（農業相談員） 飛騨市役所
時間額880円～920円
社会保険（※２）、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分 （月～金）週3日程度

技能労務補助（宿直員） 飛騨市役所 資格不問
時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
17時15分～8時30分（水～日）のうち、7時間45分勤務

技能労務補助（用務員兼宿直員） 神岡振興事務所 資格不問

時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
用務員業務時：8時30分～17時15分
宿直員業務時：17時15分～8時30分のうち、7時間45分勤務
上記勤務をシフトにより週５日

一般事務補助（一般事務補助員） 古川国府
給食センター 資格不問

時間額880円～920円
雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～14時30分（月～金）
勤務時間、休日について相談可

保育士 市内保育園 保育士
時間額1,030円～1,100円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～16時30分（月～金）

ICT支援員 市内小中学校 教員免許
時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

スタディサポーター 古川・河合・宮川
地区の小中学校 教員免許

時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

看護助手 飛騨市民病院 資格不問

時間額960円～1,010円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
週５日を基本とした２交替勤務
勤務時間相談可（※２）

薬剤師 飛騨市民病院 薬剤師
月額188,400円～199,300円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）
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市では、リユース品の交換会『こどもの
モノ リユースひろば』を以下の日程で
開催します。こどものモノ リユースひ
ろばでは、子ども服、帽子、かばん、子ど
も用品、おもちゃなどリユース品とし
て提供されたものを無料で配布しま
す。ぜひご利用ください。

　交換会で出品するモノの提供も受け
付けています。詳しくは右の記事「リ
ユースできる子ども服・子ども用品を
募集します」をご覧ください。

■日時
1 月 31 日（日）　9：00 ～ 15：00

■場所
飛騨市図書館　にじのひろば

※コロナウイルス感染症の感染拡大防
止のため、入場を制限をさせていただ
く場合があります

※リユース品の安全性等に関して、飛騨
市は一切の責任を負いませんので、予
めご了承ください

※転売目的、営利目的でのご利用はでき
ません

募

　
　集

リユースできる子ども服・子ども用品を募集します

お
知
ら
せ

特定外来生物の防除（駆除）を行いました

お
知
ら
せ

こどものモノ リユース
ひろばを開催します

「24 時間資源ごみ回収ボックス」の回
収品目（新聞、雑誌、段ボール、衣類）に、
新たに紙パックが加わりました。
紙パックは中を洗って切り開き、ひも
で十字に束ねて出してください。

お
知
ら
せ

資源ごみ回収ボックスの
回収品目を追加しました

市では、リユース品の交換会を企画しており、出品する子ども服・子ども用品を募
集しています。募集する子ども服・子ども用品は、概ね小学校くらいまでの子ども
が使用できるものをご提供ください。また、穴の開いた服などは避け、気持ちよく
使っていただける物のご提供をお願いします。

■募集するもの　対象年齢が 12 歳くらいまでのもの。
・子ども服・帽子・かばん　・子ども用品・おもちゃ（絵本・DVD 含む）
（子ども用品：ベビーベッド・チャイルドシート・ベビーサークル・ベビーバス・抱っ
こ紐・子ども用の踏み台・遊具・スキー用品など）

■対象にならないもの　次のものは回収できませんので、予めご了承ください。
・下着・布オムツなど衛生用品　・哺乳瓶や食器など直接口に触れたもの
・補助便座・おまるなどトイレ用品　・必要な部品がそろっていない子ども用品
・破れ、ひどい汚れのあるもの　・ぬいぐるみ　・壊れたおもちゃ

■回収期間　1 月 29 日（金）まで

■回収方法
【子ども服・帽子・かばん】
　市内に回収ボックスを設置しますので、回収ボックスに入れてください。
▶回収ボックスの設置場所

・環境課窓口　・飛騨市図書館　入口ホール　・ハートピア古川　玄関ホール
【子ども用品・おもちゃ】
　子ども用品を提供される場合は、事前に環境課までご連絡のうえ、以下搬入先にお持
ちください。（細かなおもちゃは、種類ごと袋に入れてください）
▶搬入先

環境課または飛騨市リサイクルセンター

①市民の皆さまとの協働による防除
　今年も多くの方にご協力をいただき、特定外来生物であるオオキンケイギクおよび
オオハンゴンソウの防除を行いました。ご協力ありがとうございました。

【防除ボランティア実施団体】　神岡町商工会議所、神岡町吉田区
②委託による防除
　飛騨市シルバー人材センターに委託し、特定外来生物（オオキンケイギクおよびオオ
ハンゴンソウ）の防除を行いました。

【防除量】　オオキンケイギク：1,853kg　オオハンゴンソウ：3,696kg
③分布調査
　オオキンケイギク、オオハンゴウソウの分布調査を行いました。調査結果は後日、回
覧および市公式ホームページでお知らせします。

特定外来生物の防除事業には、清流の国ぎふ森林・環境税を活用しています。

環境課 0577-73-7482

環境課 0577-73-7482

環境課 0577-73-7482

お
知
ら
せ

ひとり親世帯臨時特別給付金について（２月 26 日まで）

お
知
ら
せ

令和２年度 成人用肺炎球菌ワクチン予防接種について

新型コロナウイルス感染症の影響により子育てと仕事を１人で担う低所得のひと
り親世帯に対し、子育てに対する負担の増加や収入の減少に対する支援のため臨
時特別給付金が支給されます。この給付金には、対象となる方の条件に応じて「基本
給付（再支給分を含む。）」と「追加給付」の２種類があります。

■「基本給付（再支給分を含む。）」　給付額
1 世帯 5 万円、第 2 子以降 1 人につき 3 万円

（１）令和 2 年 6 月分の児童扶養手当が支給される方。
（２）公的年金等を受給しており、令和 2 年 6 月分の児童扶養手当の支給が全額停止さ
　れる方。

（３）新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶
養手当を受給している方と同じ水準となっている方。

■追加給付　給付額　1 世帯 5 万円
　上記「基本給付（再支給分を含む。）」の（１）または（２）に該当する方のうち、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が大きく減少した方。

「基本給付（再支給分を含む。）」（２）（３）および、「追加給付」に該当する方は申請が必
要です。

■申請方法
　市公式ホームページ（右 QR コード）から申請書をダウンロード
いただくか、子育て応援課までご連絡ください。

次の対象者の方には、名前入りの『成人用肺炎球菌ワクチン予防接種予診票』（紫色）
を昨年 4 月にお送りしています。使用期限は３月 31 日までですので、まだ接種がお
済みでない方は、早めの接種をおすすめします。なお、個人負担金は 2,750 円です。

■対象者
　今までに一度も肺炎球菌予防接種を受けていない次の年齢に当たる方です。

■注意事項
・前回（平成 27 年度）に紫色の予診票を使用し接種された方は対象ではありません。
・今までに飛騨市の助成券（白色）を使用し接種された方も対象ではありません。
・今までに自費で接種された方は、古川町保健センターにお問い合わせください。
※前回の接種から５年以上経過していないと、自費での接種もできませんのでお気を
　付けください

子育て応援課 0577-73-2458
「ひとり親世帯臨時特別給付金」コールセンター 0120-400-903

古川町保健センター 0577-73-2948

環境課 0577-73-7482

令和 3 年４月から新たに保育園に入園
される児童（新年少児・新未満児）の一
日入園を行います。保護者同伴の上で
ご参加ください。
※コロナウイルス感染症対策をお願い
　します

■一日入園の留意事項
・上履き（親子分）と筆記用具をご持参く
　ださい。
・新入園児は内科検診を行います。
・ご不明な点は、各保育園にお問い合わ
　せください。

※年度途中に入園される児童について
　は、各保育園にお問い合わせください
※２月初旬までに入園される保育園の
　内定書、一日入園の詳細を送付します

お
知
ら
せ

保育園一日入園のご案内

市では「住民検診申し込み票」を１月下
旬に各世帯へ郵送します。

「申し込み票」に記入後、同封の返信用
封筒に入れ郵送するか、直接保健セン
ター（古川町・神岡町）または振興事務
所（河合町・宮川町）へ提出ください。

（直接提出していただく場合は、平日の
8：30 ～ 17：15 の間にお願いします）

■申し込み期日
　２月 12 日（金）必着

お
知
ら
せ

令和３年度住民検診の
申し込みについて

子育て応援課
0577-73-2458

古川町保健センター
0577-73-2948

期 日 開始時間
園名 一日入園

増島保育園 ２月 16 日（火） 13:00
宮城保育園 ２月 19 日（金） 13:00
さくら保育園 ２月 18 日（木） 13:00
河合保育園 ２月 16 日（火） 10:00
宮川保育園 ２月 18 日（木） 13:30
旭保育園 ２月 19 日（金） 13:00
双葉保育園 ２月 19 日（金） 13:00

65 歳
70 歳
75 歳
80 歳
85 歳
90 歳
95 歳

100 歳

昭和 30 年４月２日生～昭和 31 年４月１日生
昭和 25 年４月２日生～昭和 26 年４月１日生
昭和 20 年４月２日生～昭和 21 年４月１日生
昭和 15 年４月２日生～昭和 16 年４月１日生
昭和 10 年４月２日生～昭和 11 年４月１日生
昭和 ５年４月２日生～昭和 ６年４月１日生
大正 14 年４月２日生～大正 15 年４月１日生
大正 ９年４月２日生～大正 10 年４月１日生
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市では、リユース品の交換会『こどもの
モノ リユースひろば』を以下の日程で
開催します。こどものモノ リユースひ
ろばでは、子ども服、帽子、かばん、子ど
も用品、おもちゃなどリユース品とし
て提供されたものを無料で配布しま
す。ぜひご利用ください。

交換会で出品するモノの提供も受け
付けています。詳しくは右の記事「リ
ユースできる子ども服・子ども用品を
募集します」をご覧ください。

■日時
1 月 31 日（日）　9：00 ～ 15：00

■場所
　飛騨市図書館　にじのひろば

※コロナウイルス感染症の感染拡大防
　止のため、入場を制限をさせていただ
　く場合があります
※リユース品の安全性等に関して、飛騨
　市は一切の責任を負いませんので、予
　めご了承ください
※転売目的、営利目的でのご利用はでき
　ません

募

集
リユースできる子ども服・子ども用品を募集します

お
知
ら
せ

特定外来生物の防除（駆除）を行いました

お
知
ら
せ

こどものモノ リユース
ひろばを開催します

「24 時間資源ごみ回収ボックス」の回
収品目（新聞、雑誌、段ボール、衣類）に、
新たに紙パックが加わりました。
紙パックは中を洗って切り開き、ひも
で十字に束ねて出してください。

お
知
ら
せ

資源ごみ回収ボックスの
回収品目を追加しました

市では、リユース品の交換会を企画しており、出品する子ども服・子ども用品を募
集しています。募集する子ども服・子ども用品は、概ね小学校くらいまでの子ども
が使用できるものをご提供ください。また、穴の開いた服などは避け、気持ちよく
使っていただける物のご提供をお願いします。

■募集するもの　対象年齢が 12 歳くらいまでのもの。
・子ども服・帽子・かばん　・子ども用品・おもちゃ（絵本・DVD 含む）
（子ども用品：ベビーベッド・チャイルドシート・ベビーサークル・ベビーバス・抱っ
こ紐・子ども用の踏み台・遊具・スキー用品など）

■対象にならないもの　次のものは回収できませんので、予めご了承ください。
・下着・布オムツなど衛生用品　・哺乳瓶や食器など直接口に触れたもの
・補助便座・おまるなどトイレ用品　・必要な部品がそろっていない子ども用品
・破れ、ひどい汚れのあるもの　・ぬいぐるみ　・壊れたおもちゃ

■回収期間　1 月 29 日（金）まで

■回収方法
【子ども服・帽子・かばん】
　市内に回収ボックスを設置しますので、回収ボックスに入れてください。
▶回収ボックスの設置場所
　・環境課窓口　・飛騨市図書館　入口ホール　・ハートピア古川　玄関ホール

【子ども用品・おもちゃ】
　子ども用品を提供される場合は、事前に環境課までご連絡のうえ、以下搬入先にお持
ちください。（細かなおもちゃは、種類ごと袋に入れてください）
▶搬入先
　環境課または飛騨市リサイクルセンター

①市民の皆さまとの協働による防除
　今年も多くの方にご協力をいただき、特定外来生物であるオオキンケイギクおよび
オオハンゴンソウの防除を行いました。ご協力ありがとうございました。

【防除ボランティア実施団体】　神岡町商工会議所、神岡町吉田区
②委託による防除
　飛騨市シルバー人材センターに委託し、特定外来生物（オオキンケイギクおよびオオ
ハンゴンソウ）の防除を行いました。

【防除量】 オオキンケイギク：1,853kg　オオハンゴンソウ：3,696kg
③分布調査
　オオキンケイギク、オオハンゴウソウの分布調査を行いました。調査結果は後日、回
覧および市公式ホームページでお知らせします。

特定外来生物の防除事業には、清流の国ぎふ森林・環境税を活用しています。

環境課 0577-73-7482

環境課 0577-73-7482

環境課 0577-73-7482

お
知
ら
せ

ひとり親世帯臨時特別給付金について（２月 26 日まで）

お
知
ら
せ

令和２年度 成人用肺炎球菌ワクチン予防接種について

新型コロナウイルス感染症の影響により子育てと仕事を１人で担う低所得のひと
り親世帯に対し、子育てに対する負担の増加や収入の減少に対する支援のため臨
時特別給付金が支給されます。この給付金には、対象となる方の条件に応じて「基本
給付（再支給分を含む。）」と「追加給付」の２種類があります。

■「基本給付（再支給分を含む。）」　給付額
　1 世帯 5 万円、第 2 子以降 1 人につき 3 万円

（１）令和 2 年 6 月分の児童扶養手当が支給される方。
（２）公的年金等を受給しており、令和 2 年 6 月分の児童扶養手当の支給が全額停止さ
　れる方。

（３）新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶
  養手当を受給している方と同じ水準となっている方。

■追加給付　給付額　1 世帯 5 万円
上記「基本給付（再支給分を含む。）」の（１）または（２）に該当する方のうち、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が大きく減少した方。

　「基本給付（再支給分を含む。）」（２）（３）および、「追加給付」に該当する方は申請が必
要です。

■申請方法
市公式ホームページ（右 QR コード）から申請書をダウンロード

いただくか、子育て応援課までご連絡ください。

次の対象者の方には、名前入りの『成人用肺炎球菌ワクチン予防接種予診票』（紫色）
を昨年 4 月にお送りしています。使用期限は３月 31 日までですので、まだ接種がお
済みでない方は、早めの接種をおすすめします。なお、個人負担金は 2,750 円です。

■対象者
今までに一度も肺炎球菌予防接種を受けていない次の年齢に当たる方です。

■注意事項
・前回（平成 27 年度）に紫色の予診票を使用し接種された方は対象ではありません。
・今までに飛騨市の助成券（白色）を使用し接種された方も対象ではありません。
・今までに自費で接種された方は、古川町保健センターにお問い合わせください。
※前回の接種から５年以上経過していないと、自費での接種もできませんのでお気を
　付けください

子育て応援課 0577-73-2458
「ひとり親世帯臨時特別給付金」コールセンター 0120-400-903

古川町保健センター 0577-73-2948

環境課 0577-73-7482

令和 3 年４月から新たに保育園に入園
される児童（新年少児・新未満児）の一
日入園を行います。保護者同伴の上で
ご参加ください。
※コロナウイルス感染症対策をお願い

します

■一日入園の留意事項
・上履き（親子分）と筆記用具をご持参く

ださい。
・新入園児は内科検診を行います。
・ご不明な点は、各保育園にお問い合わ

せください。

※年度途中に入園される児童について
は、各保育園にお問い合わせください

※２月初旬までに入園される保育園の
内定書、一日入園の詳細を送付します

お
知
ら
せ

保育園一日入園のご案内

市では「住民検診申し込み票」を１月下
旬に各世帯へ郵送します。

「申し込み票」に記入後、同封の返信用
封筒に入れ郵送するか、直接保健セン
ター（古川町・神岡町）または振興事務
所（河合町・宮川町）へ提出ください。

（直接提出していただく場合は、平日の
8：30 ～ 17：15 の間にお願いします）

■申し込み期日
２月 12 日（金）必着

お
知
ら
せ

令和３年度住民検診の
申し込みについて

子育て応援課
0577-73-2458

古川町保健センター
0577-73-2948

期　　日 開始時間
園名 一日入園

増島保育園 ２月 16 日（火） 13:00
宮城保育園 ２月 19 日（金） 13:00
さくら保育園 ２月 18 日（木） 13:00
河合保育園 ２月 16 日（火） 10:00
宮川保育園 ２月 18 日（木） 13:30
旭保育園 ２月 19 日（金） 13:00
双葉保育園 ２月 19 日（金） 13:00

65 歳
70 歳
75 歳
80 歳
85 歳
90 歳
95 歳

100 歳

昭和 30 年４月２日生～昭和 31 年４月１日生
昭和 25 年４月２日生～昭和 26 年４月１日生
昭和 20 年４月２日生～昭和 21 年４月１日生
昭和 15 年４月２日生～昭和 16 年４月１日生
昭和 10 年４月２日生～昭和 11 年４月１日生
昭和 ５年４月２日生～昭和 ６年４月１日生
大正 14 年４月２日生～大正 15 年４月１日生
大正 ９年４月２日生～大正 10 年４月１日生
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お
知
ら
せ

ノロウイルス注意報発令中
～ノロウイルスにご注意ください～

食中毒は夏だけではありません。毎年
冬にはノロウイルスによる食中毒が多
発します。手洗いを徹底し、食品の取り
扱いに十分注意し、食中毒を防ぎま
しょう。

■予防のポイント
・調理前など手洗いをしっかりしましょ

う。
・加熱が必要な食品は中心部までしっか

り加熱しましょう。
・調理器具の洗浄消毒をしましょう。（塩

素系漂白剤が有効）
・調理する方は体調管理に気をつけま

しょう。
・おう吐物など直接触れないよう気をつ

け、処理後は手をしっかり洗いましょう。

詳しくは、岐阜県ホームページ（下 QR
コード）をご覧ください。

お
知
ら
せ

国民年金保険料は口座振替
等での納付が便利です

国民年金保険料は口座振替・クレジッ
トカードでの納付が便利でお得です。
納付書で納付する場合の「金融機関等
へ行く手間」や「保険料の納め忘れ」が
なくなります。また、口座振替では前納
割引がさらにお得になります。
※クレジットカード前納でも納付書で

の前納と同額の割引が適用されます

■手続き方法
1. 口座振替希望の方

市役所窓口（および年金事務所）にて
「国民年金保険料口座振替納付申出書」を
お手続きください。
※お手続きの際は、本人確認できる証明
　（免許証等）、年金手帳、通帳、金融機関

届出印をお持ちください
2. クレジットカードでの納付希望の方

市役所窓口（および年金事務所）にて
「国民年金保険料クレジットカード納付
申出書」をお手続きください。
※お手続きの際は、本人確認できる証明
　（免許証等）、年金手帳、クレジット

カードをお持ちください

■申込期限
４月末からの前納希望の方は、２月末

日までにお申し込みください。
※毎月払いをご希望の場合は、いつでも

申し込みできます。申し込みの１～２
カ月後の開始となります お

知
ら
せ

不妊治療・不育症治療を
受けている方へ

市では、一般不妊治療、特定不妊治療、
不育症治療に対する費用の一部助成を
行っています。治療を受けた年度中に
助成金の交付申請を行う必要がありま
すので、以下をご確認ください。

■一般不妊治療
令和３年２月診療分までを、

３月31日（水）までに申請してください。
■特定不妊治療・不育症治療

年度内に治療が終了した分を、
３月31日（水）までに申請してください。
※期限に間に合わない場合は、以下ま

でご連絡ください

令和２年度に飛騨市美術館で開催した
美術教室（日本画教室、こども美術教
室、親子ワークショップ）の作品を発表
します。かわいらしいミニ作品から力
作まで、ぜひご覧ください。
また、美術館併設の古川郷土民芸会館
で活動するサークル（古川陶芸クラブ）
の皆さんの作品も展示します。

■日時
　２月 11 日（木）～２月 17 日（水）

９：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
■場所
　飛騨市美術館　研修室（入場無料）
■休館日
　月曜日（祝日の場合は翌平日）

古川町保健センター
0577-73-2948

古川町保健センター
0577-73-2948

お
知
ら
せ

マイナンバーカード
出張申請を行います

企業や地域団体等へ職員が出向き、申
請を受け付けするマイナンバーカード
出張申請を行います。
必要書類の確認と本人確認を行い、後
日郵送によりご自宅にカードをお届け
します。希望される企業、団体は、以下
までご連絡ください。

市民保健課（本庁）
0577-73-7464

日本年金機構高山年金事務所
0577-32-6111

お
知
ら
せ

「消火器の取り扱い方法」の
動画を作成しました！

飛騨市消防本部では、消火栓の取り扱
い動画に引き続き「消火器の取り扱い
方法」の動画を作成しました。

　消火器は各家庭でも備える事ができ、
初期消火に大きな力を発揮します。しか
し、取り扱う上で注意すべき点がありま
すので、この動画でより早く・より安全
に消火器の操作ができるようにしましょ
う。
　また、どこに消火器があり、どの程度の
能力なのか、保管方法を含め普段からの
確認をお願いします。
　動画は、市公式ホームページ（下 QR
コード）に掲載してます。

お
知
ら
せ

岐阜県清流の国ぎふ推進
補助金を活用しました

令和２年度岐阜県清流の国ぎふ推進補
助金を活用し、次の事業を実施しまし
た。

　起し太鼓の里広場活用促進事業

総合政策課
0577-73-6558

観光課
0577-73-7463

飛騨市消防本部
0577-73-0119

お
知
ら
せ

第６７回文化財防火デーに
伴う消防訓練について

１月 26 日は「文化財防火デー」です。昭
和 24 年１月 26 日に、法隆寺の金堂が
炎上し、壁面が焼損したことを契機と
して制定されました。

飛騨市消防本部では、この日を中心に
19 日は神岡町吉田地内、20 日は古川町
高野地内、21 日は宮川町祢宜ケ沢上地内
において「文化財防火デーに伴う消防訓
練」を行います。
　なお、これからの季節は空気が乾燥し、
暖房器具の使用機会が多くなるため、火
災が発生しやすくなります。火の取扱い
には十分注意しましょう。
飛騨市消防本部
0577-73-0119

お
知
ら
せ

令和３年度 飛騨市児童生徒就学奨励金の申請について

お
知
ら
せ

飛騨市美術館「美術教室
発表展」を開催します

飛騨のディープな体験ができると好評
のみんなの博覧会がスタートしまし
た。全部で 10 プログラム、全て少人数
制での開催です。ぜひご参加ください。

詳細は、飛騨みんなの博覧会公式
ホームページ（QR コード）または全
戸配布のパンフレットをご覧くださ
い。

予約はホームページまたは観光課
までお問い合わせください。

お
知
ら
せ

飛騨みんなの博覧会（冬）
開催中です

市では子どもが小中学校へ就学する上で、経済的理由により、学校での学習に必要
な費用（給食費や学用品費等）の支払い等についてお困りのご家庭に対して、その
一部を援助する事業を行っています。
※就学援助は、継続して援助を希望される場合でも、毎年申請が必要になります

■対象となるご家庭
　市内に住所を持ち、市立小中学校に在学する児童または生徒の保護者で、以下条件
のいずれかに該当する方が対象となります。

A．生活保護を受給している
B．生活保護が停止または廃止された
C．市民税が非課税または減免を受けている
D．事業税又は固定資産税の減免を受けている
E．国民年金の掛金の減免を受けている
F．国民健康保険の減免または徴収の猶予を受けている
G．児童扶養手当を受給している
H．生活福祉資金による貸付を受けている
I．その他、A ～ H の理由に該当せず、著しく生活状態が不安定と認められる場合

■援助対象
　学用品費・通学用品費・体育実技用具費・新入学用品費等・クラブ活動費、学校給食費・
修学旅行費・校外活動費・生徒会費・ＰＴＡ会費・卒業アルバム代等
■申請の手続き
　新規申請の受付は、１月から行います。申請を希望される場合は、学校へご相談くだ
さい。なお、入学予定の新１年生の保護者の皆さんには保育園を通じて、申請書を配布
予定です。
学校教育課 0577-73-7494

飛騨市美術館
0577-73-3288

古川町宮城町の一部、向町二丁目の一
部について適切な土地利用を図るた
め、都市計画法第 21 条第 2 項の規定
において準用する、同法第 17 条第 1
項の規定に基づき、古川都市計画用途
地域の変更案を縦覧します。

■縦覧期間
1 月 25 日（月）～２月８日（月）
8：30 ～ 17：15 ※土日を除く

■縦覧場所
　市役所西庁舎　都市整備課
■その他

縦覧内容については、市公式ホーム
ページでもお知らせします。

お
知
ら
せ

古川都市計画用途地域の
変更案を縦覧します

都市整備課
0577-73-0153

パソコンの基本操作や一般的なアプリ
ケーションの使い方、障がいに応じた
入力支援機器の相談など、電話、訪問に
て対応します。お気軽にお問い合わせ
ください。（相談無料）

■対象者
飛騨市在住で身体障がい者手帳をお

持ちの方

お
知
ら
せ

身体に障がいがある方の
パソコン利用をサポート

福祉メディアステーション
飛騨ブランチ
0577-34-1316
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お
知
ら
せ

ノロウイルス注意報発令中
～ノロウイルスにご注意ください～

食中毒は夏だけではありません。毎年
冬にはノロウイルスによる食中毒が多
発します。手洗いを徹底し、食品の取り
扱いに十分注意し、食中毒を防ぎま
しょう。

■予防のポイント
・調理前など手洗いをしっかりしましょ
　う。
・加熱が必要な食品は中心部までしっか
  り加熱しましょう。
・調理器具の洗浄消毒をしましょう。（塩
  素系漂白剤が有効）
・調理する方は体調管理に気をつけま
  しょう。
・おう吐物など直接触れないよう気をつ
  け、処理後は手をしっかり洗いましょう。

詳しくは、岐阜県ホームページ（下 QR
コード）をご覧ください。

お
知
ら
せ

国民年金保険料は口座振替
等での納付が便利です

国民年金保険料は口座振替・クレジッ
トカードでの納付が便利でお得です。
納付書で納付する場合の「金融機関等
へ行く手間」や「保険料の納め忘れ」が
なくなります。また、口座振替では前納
割引がさらにお得になります。
※クレジットカード前納でも納付書で
　の前納と同額の割引が適用されます

■手続き方法
1. 口座振替希望の方

市役所窓口（および年金事務所）にて
「国民年金保険料口座振替納付申出書」を
お手続きください。
※お手続きの際は、本人確認できる証明
（免許証等）、年金手帳、通帳、金融機関

　届出印をお持ちください
2. クレジットカードでの納付希望の方

市役所窓口（および年金事務所）にて
「国民年金保険料クレジットカード納付
申出書」をお手続きください。
※お手続きの際は、本人確認できる証明
（免許証等）、年金手帳、クレジット

　カードをお持ちください

■申込期限
４月末からの前納希望の方は、２月末

日までにお申し込みください。
※毎月払いをご希望の場合は、いつでも

申し込みできます。申し込みの１～２
　カ月後の開始となります お

知
ら
せ

不妊治療・不育症治療を
受けている方へ

市では、一般不妊治療、特定不妊治療、
不育症治療に対する費用の一部助成を
行っています。治療を受けた年度中に
助成金の交付申請を行う必要がありま
すので、以下をご確認ください。

■一般不妊治療
　令和３年２月診療分までを、
３月31日（水）までに申請してください。
■特定不妊治療・不育症治療
　年度内に治療が終了した分を、
３月31日（水）までに申請してください。
※期限に間に合わない場合は、以下ま
　でご連絡ください

令和２年度に飛騨市美術館で開催した
美術教室（日本画教室、こども美術教
室、親子ワークショップ）の作品を発表
します。かわいらしいミニ作品から力
作まで、ぜひご覧ください。
また、美術館併設の古川郷土民芸会館
で活動するサークル（古川陶芸クラブ）
の皆さんの作品も展示します。

■日時
２月 11 日（木）～２月 17 日（水）
９：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）

■場所
飛騨市美術館　研修室（入場無料）

■休館日
月曜日（祝日の場合は翌平日）

古川町保健センター
0577-73-2948

古川町保健センター
0577-73-2948

お
知
ら
せ

マイナンバーカード
出張申請を行います

企業や地域団体等へ職員が出向き、申
請を受け付けするマイナンバーカード
出張申請を行います。
必要書類の確認と本人確認を行い、後
日郵送によりご自宅にカードをお届け
します。希望される企業、団体は、以下
までご連絡ください。

市民保健課（本庁）
0577-73-7464

日本年金機構高山年金事務所
0577-32-6111

お
知
ら
せ

「消火器の取り扱い方法」の
動画を作成しました！

飛騨市消防本部では、消火栓の取り扱
い動画に引き続き「消火器の取り扱い
方法」の動画を作成しました。

消火器は各家庭でも備える事ができ、
初期消火に大きな力を発揮します。しか
し、取り扱う上で注意すべき点がありま
すので、この動画でより早く・より安全
に消火器の操作ができるようにしましょ
う。
　また、どこに消火器があり、どの程度の
能力なのか、保管方法を含め普段からの
確認をお願いします。

動画は、市公式ホームページ（下 QR
コード）に掲載してます。

お
知
ら
せ

岐阜県清流の国ぎふ推進
補助金を活用しました

令和２年度岐阜県清流の国ぎふ推進補
助金を活用し、次の事業を実施しまし
た。

　起し太鼓の里広場活用促進事業

総合政策課
0577-73-6558

観光課
0577-73-7463

飛騨市消防本部
0577-73-0119

お
知
ら
せ

第６７回文化財防火デーに
伴う消防訓練について

１月 26 日は「文化財防火デー」です。昭
和 24 年１月 26 日に、法隆寺の金堂が
炎上し、壁面が焼損したことを契機と
して制定されました。

飛騨市消防本部では、この日を中心に
19 日は神岡町吉田地内、20 日は古川町
高野地内、21 日は宮川町祢宜ケ沢上地内
において「文化財防火デーに伴う消防訓
練」を行います。
　なお、これからの季節は空気が乾燥し、
暖房器具の使用機会が多くなるため、火
災が発生しやすくなります。火の取扱い
には十分注意しましょう。
飛騨市消防本部
0577-73-0119

お
知
ら
せ

令和３年度 飛騨市児童生徒就学奨励金の申請について

お
知
ら
せ

飛騨市美術館「美術教室
発表展」を開催します

飛騨のディープな体験ができると好評
のみんなの博覧会がスタートしまし
た。全部で 10 プログラム、全て少人数
制での開催です。ぜひご参加ください。

　詳細は、飛騨みんなの博覧会公式
ホームページ（QR コード）または全
戸配布のパンフレットをご覧くださ
い。
　予約はホームページまたは観光課
までお問い合わせください。

お
知
ら
せ

飛騨みんなの博覧会（冬）
開催中です

市では子どもが小中学校へ就学する上で、経済的理由により、学校での学習に必要
な費用（給食費や学用品費等）の支払い等についてお困りのご家庭に対して、その
一部を援助する事業を行っています。
※就学援助は、継続して援助を希望される場合でも、毎年申請が必要になります

■対象となるご家庭
市内に住所を持ち、市立小中学校に在学する児童または生徒の保護者で、以下条件

のいずれかに該当する方が対象となります。
　A．生活保護を受給している
　B．生活保護が停止または廃止された
　C．市民税が非課税または減免を受けている
　D．事業税又は固定資産税の減免を受けている
　E．国民年金の掛金の減免を受けている
　F．国民健康保険の減免または徴収の猶予を受けている
　G．児童扶養手当を受給している
　H．生活福祉資金による貸付を受けている
　I．その他、A ～ H の理由に該当せず、著しく生活状態が不安定と認められる場合
■援助対象

学用品費・通学用品費・体育実技用具費・新入学用品費等・クラブ活動費、学校給食費・
修学旅行費・校外活動費・生徒会費・ＰＴＡ会費・卒業アルバム代等
■申請の手続き

新規申請の受付は、１月から行います。申請を希望される場合は、学校へご相談くだ
さい。なお、入学予定の新１年生の保護者の皆さんには保育園を通じて、申請書を配布
予定です。
学校教育課 0577-73-7494

飛騨市美術館
0577-73-3288

古川町宮城町の一部、向町二丁目の一
部について適切な土地利用を図るた
め、都市計画法第 21 条第 2 項の規定
において準用する、同法第 17 条第 1
項の規定に基づき、古川都市計画用途
地域の変更案を縦覧します。

■縦覧期間
1 月 25 日（月）～２月８日（月）
8：30 ～ 17：15　※土日を除く

■縦覧場所
市役所西庁舎　都市整備課

■その他
縦覧内容については、市公式ホーム

ページでもお知らせします。

お
知
ら
せ

古川都市計画用途地域の
変更案を縦覧します

都市整備課
0577-73-0153

パソコンの基本操作や一般的なアプリ
ケーションの使い方、障がいに応じた
入力支援機器の相談など、電話、訪問に
て対応します。お気軽にお問い合わせ
ください。（相談無料）

■対象者
飛騨市在住で身体障がい者手帳をお

持ちの方

お
知
ら
せ

身体に障がいがある方の
パソコン利用をサポート

福祉メディアステーション
飛騨ブランチ
0577-34-1316
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募

　
　集

令和３年度飛騨市やさしいまち
づくり応援事業の募集について

市では、子どもから高齢者まですべて
の市民があんきに暮らせる、やさしい
まちづくりに対する活動を応援しま
す。
（弱い立場の方を支援する福祉事業）

■募集事業
令和３年４月１日～令和４年３月 31

日の間に行う事業（例：高齢者や障がい
児者を支援する活動事業）
■募集期間
　１月 18 日 ( 月 ) ～２月 19 日（金）
■応募方法
　市公式ホームページ（下 QRコード）に
掲載の募集要項を確認の上、必要書類を
期限までに地域包括ケア課まで提出して
ください。
※本募集は令和３年度予算が約束される

ものではありません。予算が成立しな
かった場合、本事業は行われません

お
知
ら
せ

「さるぼぼコイン」による
電子決済の拡充について

1月から、地域限定通貨「さるぼぼコイ
ン」による電子決済で、飛騨市クリーン
センター、リサイクルセンターのごみ
処理費用の支払いが可能となりまし
た。ぜひご利用ください。

募

　
　集

飛騨市エコサポーター
養成講座を開催します

市では、ごみ減量化やリサイクルの推
進のため『エコサポーター登録制度』を
実施しています。「エコサポーター要請
講座」を受講していただいた方を「エコ
サポーター」として登録し、地域からご
み減量化やリサイクルの推進に取り組
んでいただいています。

　今回「エコサポーター養成講座」を実施
して、飛騨市のごみ処理方法や、リサイク
ル推進のための取り組みなどについて講
義を行い、理解を深めていただきます。
　今年度は、以下の日程で養成講座を行
いますので、受講を希望される方は申込書
を環境課までご提出ください。

■開講日時
２月８日（月）、９日（火）
両日とも 19：00 から 20：30
■場所　市役所　大会議室
■申込期限　１月 29 日（金）
■申込方法

申込書を市公式ホームページ（下ＱＲ
コード）または環境課窓口で入手いただ
き、環境課までご提出ください。

地域包括ケア課
0577-73-6233

飛騨市クリーンセンター
0577-75-3069
飛騨市リサイクルセンター
0577-75-2121

募

　
　集

令和３年度自動販売機
設置事業者の募集について

市役所本庁舎（２F エレベーター前廊
下）、西庁舎（１Fエントランス）に自動
販売機を設置する事業者を募集します。

■設置期間　最長３年間
■募集対象

市内法人または個人で設置経験者等
■募集期間

２月１日（月）～ 16 日（火）
■決定方法

書類審査および抽選
■募集要項

市公式ホームページ（下ＱＲコード）ま
たは、管財課でご覧いただけます。

管財課
0577-73-3741

環境課
0577-73-7482

こころといのちの
相談窓口

相談窓口情報を悩み別に検索できるサイト（QRコード）です。
電話でのご相談も受け付けています。

こころの健康相談統一ダイヤル ℡0570-064-556

飛騨警察署
0577-73-0110

一般向けのオススメ 児童向けのオススメ

図 書 館 に お い で よ 新着図書ピックアップ

飛騨市図書館 0577-73-5600 https://hida-lib.jp

飛騨警察署からのお知らせ

冬季の安全運転のために
　冬季は、積雪や路面凍結などにより車の運
転にとって厳しい条件が重なり、交通事故が
多発します。

自動車の冬用装備と凍結・スリップに備
えた慎重な運転により、冬の交通事故防止に
努めましょう。

～「急」のつく操作は厳禁～
　積雪、凍結道路では「急ブレーキ」、「急ハン
ドル」、「急発進」、「急加速」など「急」のつく操
作はスリップ事故の原因になります。急な操
作は避け、慎重な運転操作を心掛けましょ
う。

～速度を落として
　　　　　　十分な車間距離を～
　車を安全に走行するための基本は、速度を
おとして車間距離を十分にとることです。ま
た、坂道、カーブ、橋の上、トンネルの出入口、
日陰部分は凍結していることが考えられま
すので、路面の状態に十分気をつけて走行し
ましょう。

1947年に刊行された名作『ペスト』
を漫画化。アルベール・カミュはウイル
スに限らず、戦争や人の死などの「不条
理」をいかに受け止め、乗り越えるかと
いう哲学を紡いだ作家です。

子どもに「ずるい言葉」のスルースキ
ルを持たせるよりも、大人が「ずるい言
葉」を言わなければよい世の中であれ
ば。子ども向けに書かれたものですが、
大人にも読んでほしい1冊。

相談コーナー
相談名・相談内容 要予約 実施日 時間 場所 問い合わせ

小川仁志／監修　宝島社 森山至貴／著　WAVE出版

『まんがでわかる
カミュ『ペスト』』

『10代から知っておきたい
あなたを閉じこめる
「ずるい言葉」』

若者就労相談
(若者を対象とした就労相談)

ハローワーク出張相談
(職業相談、シルバー人材入会説明)

働き方改革出張相談
(労働時間、人材確保・育成などに関する相談)

こころの相談室
(精神保健福祉士によるこころの相談)

暮らしの相談
(就労・家計・ひきこもりなど暮らしに関する相談)

ビジネスサポート相談
(売上拡大、経営改善など経営上の相談)

もの忘れ相談
(もの忘れ、認知症の相談)

○

－

－

〇

－

○

－

2/3(水)、10(水)
17(水)

2/1(月)、2(火)
24(水)、25(木)

2/17(水)

2/17(水)

2/24(水)

2/10(水)

平日

平日

2/18(木)

2/18(木)

13:00～16:00

10:00～17:00

13:00～17:00

11:00～15:00

13:30～16:30

13:00～15:00

8:30～17:15

9:30～11:30

9:00～12:00

古川町公民館

古川町商工会

神岡商工会議所

古川町公民館

飛騨市図書館
メディア編集室

ハートピア古川

ハートピア古川

ハートピア古川

神岡町公民館

望ほーむ
古川町金森町（踏切横）

県若者サポートステーション
☎058-216-0125

古川町商工会
☎0577-73-2624

商工課
☎0577-62-8901

ハローワーク高山
☎0577-32-1144

ぎふ働き方改革推進支援センター
☎058-201-5832

古川町保健センター
☎0577-73-2948

地域包括ケア課
☎070-2237-7730

地域包括支援センター神岡窓口
☎0578-82-1456

地域包括支援センター
☎0577-73-6233

DV・児童虐待相談
(DV・児童虐待に関する専用窓口相談) － 8:30～17:15

子育て応援センター
☎080-2621-7281
児童相談所全国共通ダイヤル
☎189（24時間365日）

消費生活相談員による無料相談
(専門の消費生活相談員が消費生活にかかる相談) ○

行政書士相談
(相続手続、権利義務関係手続相談など) ○ 2/10(水) 13:00～16:00 神岡振興事務所 岐阜県行政書士会

☎058-263-6580

2/3(水) 10:00～15:00 飛騨市役所 総務課
☎0577-73-7461

募

　
　集
市営住宅入居者募集

都市整備課　 （古川・河合・宮川） （神岡）0577-73-0153 0578-82-2254

※RC造…鉄筋コンクリート造
・入居資格について、所得等の条件がありますので、詳しくはお問い合わせください
・個人番号の記載箇所があるため郵送での受付ができません。都市整備課または各振興事務所まで直接ご提出ください

■敷　　金　家賃の３カ月分
■申込期間　１月22日(金)～１月29日(金)　 ■入居予定日　令和３年３月１日(月)

公募住宅 森茂住宅打保住宅西忍団地山之村団地 杉原団地

木造2階建

駐車場使用料、共益費別途

神岡町森茂

木造2階建木造2階建

2DK

宮川町打保宮川町西忍

家賃

間取り 1K

構造・規模

2LDK

公営

(世帯用 )1戸

特定

(単身用 )1戸 (単身用 )１戸

木造2階建

種類

所在地

特定

共益費別途

募集戸数

入居者の所得に応じて決定

神岡町森茂

木造2階建

3LDK

公営

(世帯用 )2 戸

昭和町団地

神岡町殿

RC造4階建

1DK

地優賃

(単身用 )1戸

新栄町団地

古川町新栄町

RC造3階建

3DK

特公賃

(世帯用 )1戸

サン・アルプ旭
B棟

サン・アルプ旭
D棟（木造）

３DK

神岡町殿

RC造6階建

公営

(世帯用 )１戸

２DK

神岡町殿

公営

(世帯用 )１戸

公営

(世帯用 )２戸

宮川町杉原

木造2階建

4DK

神岡振興事務所（建設農林課基盤係）

■「図書利用カード」の更新手続きをお願いします（来館のみの対応）
※更新には身分証明書が必要です
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募

集

令和３年度飛騨市やさしいまち
づくり応援事業の募集について

市では、子どもから高齢者まですべて
の市民があんきに暮らせる、やさしい
まちづくりに対する活動を応援しま
す。
（弱い立場の方を支援する福祉事業）

■募集事業
令和３年４月１日～令和４年３月 31

日の間に行う事業（例：高齢者や障がい
児者を支援する活動事業）
■募集期間
　１月 18 日 ( 月 ) ～２月 19 日（金）
■応募方法
　市公式ホームページ（下 QRコード）に
掲載の募集要項を確認の上、必要書類を
期限までに地域包括ケア課まで提出して
ください。
※本募集は令和３年度予算が約束される
　ものではありません。予算が成立しな

かった場合、本事業は行われません

お
知
ら
せ

「さるぼぼコイン」による
電子決済の拡充について

1月から、地域限定通貨「さるぼぼコイ
ン」による電子決済で、飛騨市クリーン
センター、リサイクルセンターのごみ
処理費用の支払いが可能となりまし
た。ぜひご利用ください。

募

集

飛騨市エコサポーター
養成講座を開催します

市では、ごみ減量化やリサイクルの推
進のため『エコサポーター登録制度』を
実施しています。「エコサポーター要請
講座」を受講していただいた方を「エコ
サポーター」として登録し、地域からご
み減量化やリサイクルの推進に取り組
んでいただいています。

　今回「エコサポーター養成講座」を実施
して、飛騨市のごみ処理方法や、リサイク
ル推進のための取り組みなどについて講
義を行い、理解を深めていただきます。
　今年度は、以下の日程で養成講座を行
いますので、受講を希望される方は申込書
を環境課までご提出ください。

■開講日時
　２月８日（月）、９日（火）
　両日とも 19：00 から 20：30
■場所　市役所　大会議室
■申込期限　１月 29 日（金）
■申込方法
　申込書を市公式ホームページ（下ＱＲ
コード）または環境課窓口で入手いただ
き、環境課までご提出ください。

地域包括ケア課
0577-73-6233

飛騨市クリーンセンター
0577-75-3069
飛騨市リサイクルセンター
0577-75-2121

募

集

令和３年度自動販売機
設置事業者の募集について

市役所本庁舎（２F エレベーター前廊
下）、西庁舎（１Fエントランス）に自動
販売機を設置する事業者を募集します。

■設置期間　最長３年間
■募集対象
　市内法人または個人で設置経験者等
■募集期間
　２月１日（月）～ 16 日（火）
■決定方法
　書類審査および抽選
■募集要項
　市公式ホームページ（下ＱＲコード）ま
たは、管財課でご覧いただけます。

管財課
0577-73-3741

環境課
0577-73-7482

こころといのちの
相談窓口

相談窓口情報を悩み別に検索できるサイト（QRコード）です。
電話でのご相談も受け付けています。

こころの健康相談統一ダイヤル　℡0570-064-556

飛騨警察署
0577-73-0110

一般向けのオススメ 児童向けのオススメ

図 書 館 に お い で よ 新着図書ピックアップ

飛騨市図書館 0577-73-5600 https://hida-lib.jp

飛騨警察署からのお知らせ

冬季の安全運転のために
　冬季は、積雪や路面凍結などにより車の運
転にとって厳しい条件が重なり、交通事故が
多発します。
　自動車の冬用装備と凍結・スリップに備
えた慎重な運転により、冬の交通事故防止に
努めましょう。

～「急」のつく操作は厳禁～
　積雪、凍結道路では「急ブレーキ」、「急ハン
ドル」、「急発進」、「急加速」など「急」のつく操
作はスリップ事故の原因になります。急な操
作は避け、慎重な運転操作を心掛けましょ
う。

～速度を落として
十分な車間距離を～

　車を安全に走行するための基本は、速度を
おとして車間距離を十分にとることです。ま
た、坂道、カーブ、橋の上、トンネルの出入口、
日陰部分は凍結していることが考えられま
すので、路面の状態に十分気をつけて走行し
ましょう。

　1947年に刊行された名作『ペスト』
を漫画化。アルベール・カミュはウイル
スに限らず、戦争や人の死などの「不条
理」をいかに受け止め、乗り越えるかと
いう哲学を紡いだ作家です。

　子どもに「ずるい言葉」のスルースキ
ルを持たせるよりも、大人が「ずるい言
葉」を言わなければよい世の中であれ
ば。子ども向けに書かれたものですが、
大人にも読んでほしい1冊。

相談コーナー
相談名・相談内容 要予約 実施日 時間 場所 問い合わせ

小川仁志／監修　宝島社 森山至貴／著　WAVE出版

『まんがでわかる
カミュ『ペスト』』

『10代から知っておきたい
あなたを閉じこめる
「ずるい言葉」』

若者就労相談
(若者を対象とした就労相談)

ハローワーク出張相談
(職業相談、シルバー人材入会説明)

働き方改革出張相談
(労働時間、人材確保・育成などに関する相談)

こころの相談室
(精神保健福祉士によるこころの相談)

暮らしの相談
(就労・家計・ひきこもりなど暮らしに関する相談)

ビジネスサポート相談
(売上拡大、経営改善など経営上の相談)

もの忘れ相談
(もの忘れ、認知症の相談)

○

－

－

〇

－

○

－

2/3(水)、10(水)
　17(水)

2/1(月)、2(火)
 24(水)、25(木)

2/17(水)

2/17(水)

2/24(水)

2/10(水)

平日

平日

2/18(木)

2/18(木)

13:00～16:00

10:00～17:00

13:00～17:00

11:00～15:00

13:30～16:30

13:00～15:00

8:30～17:15

9:30～11:30

9:00～12:00

古川町公民館

古川町商工会

神岡商工会議所

古川町公民館

飛騨市図書館
メディア編集室

ハートピア古川

ハートピア古川

ハートピア古川

神岡町公民館

望ほーむ
古川町金森町（踏切横）

県若者サポートステーション
☎058-216-0125

古川町商工会
☎0577-73-2624

商工課
☎0577-62-8901

ハローワーク高山
☎0577-32-1144

ぎふ働き方改革推進支援センター
☎058-201-5832

古川町保健センター
☎0577-73-2948

地域包括ケア課
☎070-2237-7730

地域包括支援センター神岡窓口
☎0578-82-1456

地域包括支援センター
☎0577-73-6233

DV・児童虐待相談
(DV・児童虐待に関する専用窓口相談) － 8:30～17:15

子育て応援センター
☎080-2621-7281
児童相談所全国共通ダイヤル
☎189（24時間365日）

消費生活相談員による無料相談
(専門の消費生活相談員が消費生活にかかる相談) ○

行政書士相談
(相続手続、権利義務関係手続相談など) ○ 2/10(水) 13:00～16:00 神岡振興事務所 岐阜県行政書士会

☎058-263-6580

2/3(水) 10:00～15:00 飛騨市役所 総務課
☎0577-73-7461

募

集
市営住宅入居者募集

都市整備課　 （古川・河合・宮川） （神岡）0577-73-0153 0578-82-2254

※RC造…鉄筋コンクリート造
・入居資格について、所得等の条件がありますので、詳しくはお問い合わせください
・個人番号の記載箇所があるため郵送での受付ができません。都市整備課または各振興事務所まで直接ご提出ください

■敷　　金　家賃の３カ月分
■申込期間 １月22日(金)～１月29日(金)　 ■入居予定日 令和３年３月１日(月)

公募住宅 森茂住宅打保住宅西忍団地山之村団地 杉原団地

木造2階建

駐車場使用料、共益費別途

神岡町森茂

木造2階建木造2階建

2DK

宮川町打保宮川町西忍

家賃

間取り 1K

構造・規模

2LDK

公営

(世帯用 )1戸

特定

(単身用 )1戸 (単身用 )１戸

木造2階建

種類

所在地

特定

共益費別途

募集戸数

入居者の所得に応じて決定

神岡町森茂

木造2階建

3LDK

公営

(世帯用 )2 戸

昭和町団地

神岡町殿

RC造4階建

1DK

地優賃

(単身用 )1戸

昭和町団地

古川町新栄町

RC造3階建

3DK

特公賃

(世帯用 )1戸

サン・アルプ旭
B棟

サン・アルプ旭
D棟（木造）

３DK

神岡町殿

RC造6階建

公営

(世帯用 )１戸

２DK

神岡町殿

公営

(世帯用 )１戸

公営

(世帯用 )２戸

宮川町杉原

木造2階建

4DK

神岡振興事務所（建設農林課基盤係）

■「図書利用カード」の更新手続きをお願いします（来館のみの対応）
※更新には身分証明書が必要です
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市と古川国府給食センターでは、令和３年４月1日採用予定の会計年度任用職員を以下のとおり募集します。

【会計年度任用職員とは】
　１年度内（４月 1 日から翌年３月 31 日まで）に任用される非常勤一般職の職員です。地方公務員法上の服務に関する規定が
適用されます。
【募集職種】

※１　勤務年数により、社会保険から岐阜県市町村職員共済組合、雇用保険から岐阜県市町村職員退職手当組合への移行あり
※２　月額により社会保険に該当しない場合あり
【勤務条件等】　任期　令和３年４月１日～令和４年３月 31 日まで
※成績良好かつ次年度も必要な職の場合、２回を限度で再任あり）
※詳細は、飛騨市ホームページ（他職種の記載あり：右 QR コード）をご覧いただくか、総務課人事給与係まで
お問合せください
【申込方法】
　１月 15 日（金）から１月 29 日（金）（必着）までに市販の履歴書に必要事項を記入し、資格の必要なものは資格証の写しを添え
て提出または郵送により応募ください。また、余白に希望する職種の記号および名称を記載ください。
【選考方法】
　書類選考の上、応募人数により面接試験を行います。面接試験は、２月中旬～下旬を予定（別途案内）しています。

場
版ドイワ

広の報情 場
版ドイワ

広の報情

募

集
令和３年度会計年度任用職員の募集について【追加募集】

総務課　 0577-73-7461

職種の名称 勤務する場所 資格要件等 勤務時間等（※1） 募集人数

Ａ

B

C

D

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｅ

Ｆ

若干名

若干名

２名程度

若干名

若干名

１名

１名

１名

１名

１名

１名

■口座振替の方
納期限前日までに残高の確認をお願

いします。

■納付書の方
　納付書に記載の金融機関、コンビニ、ス
マートフォン決済アプリ等で納付して
ください。

毎月給与の支払いを受けている方は
勤務先の事業所で給与から住民税を差
し引く方法による納税ができますので、
事業主にご相談ください。

お
知
ら
せ
令和２年分　確定申告相談のお知らせ

お
知
ら
せ

市・県民税第４期分の
納期限は２月１日（月）です

■給与支払報告書、償却資産申告書の
提出
　提出期限：２月１日（月）
※早めの提出をお願いします

■特別徴収義務者に指定されている事
業主の皆さまへ
　退職が１月１日～５月 31 日までの方
は一括徴収が義務付けられています。
令和２年度分（令和３年 5 月分まで）の
未徴収額を一括徴収してください。

■「商工業生産設備等に対する飛騨市
税の特例に関する条例」に基づく減免
制度
　以下の①②を満たす場合、対象となる
資産の固定資産税が３年間免除されま
す。
①対象となる事業者
　市内において製造業、旅館業、農林水産

物等販売業を営まれている法人およ
　び個人の方
②課税免除の要件

昨年中に①の事業の用に供する資産
（取得額の合計が 2,700 万円を超える

　こと）を新設または増設した場合等
※申請をご検討の方は税務課へお問い
　合せください

お
知
ら
せ
事業主の方へ

令和２年分の確定申告・市県民税申告相談を以下のとおり行います。

■開設期間
　令和３年２月 16 日（火）～３月 15 日（月）　※土日祝日除く
■申告会場
　・市役所西庁舎３階大会議室　　・河合振興事務所
　・神岡振興事務所３階　　　　　・宮川振興事務所
　・高山税務署会場：高山合同庁舎２階（高山駅裏）
■開設時間
　８：30 ～ 12：00（受付 11：00 まで） 13：00 ～ 17：00（受付 16：00 まで）
※セキュリティ上、市役所へは 8：15 以降でないと入れません
※土地・建物・株式などの譲渡所得のある方は高山税務署会場をご利用ください
※高山税務署会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要
です。入場整理券は当日高山税務署で配布しますが、LINE アプリにて事前取得もでき
ます（LINE ID 「@kokuzei」）

●税務署員による出張税務相談
■相談会場　市役所　西庁舎３階　■相談日　２月 18 日（木）
■時間　９：30 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

●申告相談をご利用になる場合の注意事項
　・新型コロナウイルス感染防止のため、必ずマスクの着用と会場入場の際には手指

の消毒と検温にご協力をお願いします。
　・マイナンバーの確認のため、通知カードやマイナンバーカードをお持ちください。
　・市役所および各振興事務所での申告相談では、譲渡所得等の申告について相談を
　　お受けできない場合がありますので、あらかじめご了承ください。また、青色申告
　　の方は提出のみ受け付けます。
　・農業所得や営業所得等がある方は収支内訳書を事前に作成し、ご持参ください。
　・医療費控除を受ける方は明細書を事前に作成し、ご持参ください。

（明細書様式は、市役所および各振興事務所に備え付けてあります）

●申告書はご自分で作成してお早めに
　・国税庁のホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、ご自分で確定申告書

の作成ができます。
また、所得税・消費税については、国税電子申告・納税システム（e-Tax）が利用で　

　きます。
国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp/
e-Tax ホームページ　https://www.e-tax.nta.go.jp/

●令和２年分所得税などの申告および納付期限
　所得税・贈与税　３月 15 日（月）　消費税　３月 31 日（水）
　・期限までに申告・納付してください。
　・納付書をお持ちでない方は、税務署、市役所および振興事務所に備え付けの納付書
　をご利用ください。

※所得税・消費税については、便利で安全・確実な「振替納税」をご利用ください
　振替日　所得税　４月 19 日（月）　消費税　４月 23 日（金）

税務課 0577-73-3742
高山税務署 0577-32-1020

税務課
各振興事務所（税務担当）

0577-73-3742

税務課 0577-73-3742

資格不問

資格不問

資格不問

一般事務補助（一般事務補助員） 飛騨市役所
各振興事務所

飛騨市役所
各振興事務所

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）のうち、7時間勤務 週35時間

一般事務補助（一般事務補助員）
※障がい者雇用枠

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分 （月～金）

一般事務補助（農業相談員） 飛騨市役所
時間額880円～920円
社会保険（※２）、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分 （月～金）週3日程度

技能労務補助（宿直員） 飛騨市役所 資格不問
時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
17時15分～8時30分（水～日）のうち、7時間45分勤務

技能労務補助（用務員兼宿直員） 神岡振興事務所 資格不問

時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
用務員業務時：8時30分～17時15分
宿直員業務時：17時15分～8時30分のうち、7時間45分勤務
上記勤務をシフトにより週５日

一般事務補助（一般事務補助員） 古川国府
給食センター 資格不問

時間額880円～920円
雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～14時30分（月～金）
勤務時間、休日について相談可

保育士 市内保育園 保育士
時間額1,030円～1,100円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～16時30分（月～金）

ICT支援員 市内小中学校 教員免許
時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

スタディサポーター 古川・河合・宮川
地区の小中学校 教員免許

時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

看護助手 飛騨市民病院 資格不問

時間額960円～1,010円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
週５日を基本とした２交替勤務
勤務時間相談可（※２）

薬剤師 飛騨市民病院 薬剤師
月額188,400円～199,300円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）

飛騨の薬草を学ぶ
教養講座

ジャガイモ

村
上
光
太
郎
「
薬
草
を
食
べ
る
」よ
り

連 載 の 庭

地域振興課 0577-62-8904

文化振興課 0577-73-7496
飛騨市民病院
0578-82-1150

0577-73-3214

▶
江
馬
館
で
見
つ
か
っ
た
墨
書
土
師
器
皿
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神
岡
町
の
江
馬
氏
城
館
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中
世
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治
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た
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す
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が
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年
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掘
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つ
か
っ
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墨
書
土
師
器
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す
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墨
書
土
師
器
皿
と
は
墨
で
文
字
等
が
書
き

込
ま
れ
た
素
焼
き
の
お
皿
の
こ
と
で
す
。江
馬

館
の
墨
書
土
師
器
皿
は
、皿
の
大
き
さ
や
形
な

ど
か
ら
16
世
紀
初
め
の
も
の
と
推
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さ
れ
ま

し
た
。年
代
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明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

国
名
勝
の
指
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に
つ
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が
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ま
し
た
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発
掘
調
査
で
は
下
館
跡
の
西
側
と
南
側
で

２
枚
ず
つ
が
重
な
っ
た
状
態
で
見
つ
か
り
、計

４
枚
の
墨
書
土
師
器
皿
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

皿
の
内
面
に
は
縁
か
ら
底
に
か
け
て
放
射
状

に
５
行
の
字
句
が
書
か
れ
て
お
り
、２
種
類
の

墨
書
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
つ
は
方
向
と
色
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
字
句

で
、も
う
１
つ
は
数
字
と
神
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組
み
合
わ
さ
れ

た
字
句
で
す
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れ
ら
は
陰
陽
五
行
説
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呼
ば

れ
る
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
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味
し
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お
り
、そ
の
考
え
が
江
馬
館
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取
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入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
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分
か
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す
。ま
た
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面
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西
方
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角
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お
り
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跡
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中
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。

　
飛
騨
市
に
お
い
て
、当
時
の
思
想
を
表
し
て

い
る
墨
書
土
師
器
皿
は
、現
在
こ
れ
以
外
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在
し
て
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ま
せ
ん
。ま
た
、
比
較
的
残
り
が
良

い
状
態
で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後

は
市
の
指
定
文
化
財
と
な
る
よ
う
に
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
墨
書
土
師
器
皿
は
非
常
に
脆
い
製
品
で
あ

る
た
め
、こ
れ
ま
で
実
物
を
展
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、４
枚
の
う
ち
２
枚
の
複

製
品
を
今
年
度
作
成
し
、実
物
と
遜
色
な
い
仕

上
が
り
の
も
の
を
、会
所
内
に
展
示
し
て
い
ま

す
。現
在
は
冬
季
閉
館
中
で
す
が
、
４
月
に
開

館
し
た
際
に
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
１
年
と
な
り

ま
し
た
。

さ
て
、
飛
騨
市
民
病
院
を
利
用
さ
れ
る
患

者
さ
ん
は
神
岡
町
と
高
山
市
上
宝
町
お
よ
び

奥
飛
騨
温
泉
郷
の「
高
原
郷
」地
区
が
中
心
で

す
。当
地
域
で
の
多
職
種
連
携
を
継
続
的
に

発
展
さ
せ
る
た
め
の
研
修
会
「
高
原
郷
ケ
ア

ネ
ッ
ト
」
を
２
０
１
７
年
３
月
に
開
始
し
ま

し
た
。30
カ
所
以
上
の
医
療
、福
祉
、介
護
、行

政
担
当
の
事
業
所
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

方
々
に
参
加
を
募
り
ま
し
た
。

毎
回
１
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
関
係
者
が

講
演
、そ
の
後
に
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
毎
に

自
由
に
討
論
し
、最
後
に
発
表
す
る
と
い
っ
た

形
式
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。取
り
上
げ
た

テ
ー
マ
は
、「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い

て
」「
訪
問
看
護
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
食
べ
る
こ
と
へ
の
支
援
」「
口
腔
ケ
ア
」「
ヘ
ル

パ
ー
の
生
活
支
援
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
」「
薬
剤
師
の
活
動
・
連
携
に
つ
い
て
」「
福

祉
用
具
・
住
宅
改
修
に
つ
い
て
」
で
し
た
。参

加
者
は
回
を
重
ね
る
度
に
増
加
し
て
80
人
を

超
え
る
よ
う
な
盛
大
な
研
修
会
へ
と
発
展
し
、

お
互
い
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
一
層

強
化
さ
れ
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

一
同
に
集
ま
る
事
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
局
面
を
乗
り
切
る
た
め
に
、２
０
２
０
年
７

月
か
ら「
医
療
・
介
護
現
場
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
」を
テ
ー
マ
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
３
回
開
催
し
ま
し
た
。古
川
町
の
介

護
福
祉
事
業
者
も
加
わ
っ
て
参
加
者
は
１
０

０
人
を
超
え
ま
し
た
。当
院
の
感
染
症
対
策
の

専
門
家
で
あ
る
中
林
医
師
に
よ
る
講
演
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
最
新
の
知
識
を
学
び
、

さ
ら
に
は
現
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
の
取
り
組
み
や
困
っ
て
い
る

事
な
ど
情
報
を
お
互
い
に
共
有
し
ま
し
た
。高

原
郷
ケ
ア
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、決
し
て
こ
の
地

域
の
医
療
・
介
護
の
現
場
で
感
染
を
拡
大
さ

せ
な
い
よ
う
、ま
た
万
一
の
際
に
は
事
業
所
を

超
え
て
助
け
合
え
る
よ
う
堅
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

な
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い「
人
生
会
議
」で

す
。ゲ
ー
ム
の
中
で
、「
な
ぜ
こ
の
カ
ー
ド
を
選

ん
だ
の
か
」
と
い
う
他
人
の
価
値
観
を
聞
く
こ

と
で
、
自
分
の
考
え
も
明
確
に
な
り
、
幅
も
広

が
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、カ
ー
ド
を
選
ぶ
時
の
迷

い
や
心
の
揺
ら
ぎ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、「
た
と

え
こ
う
だ
」と
決
め
た
事
で
も
、日
々
考
え
方
は

変
わ
っ
て
ゆ
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。実
際
、『
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
』は
、

行
う
時
期
や
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
こ
と
で
、
自

分
が
選
ぶ
カ
ー
ド
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、た
と
え
自
分
が
欲
し
い
カ
ー
ド
で
も
、他
人

が
先
に
選
べ
ば
手
に
入
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
状
況
に
合
わ
せ
て
自
ら
の
気
持
ち
に
折
り

合
い
を
つ
け
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
も
感
じ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
昔
に
比
べ
、
家
で
死
を
迎
え
る
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
死
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
が
減
っ
て

い
る
現
代
、
い
つ
か
迎
え
る
死
を
意
識
す
る
こ

と
で
、
人
生
の
最
期
の
大
切
な
時
の
過
ご
し
方

や
、
今
を
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
に
も
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

※

終
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
も
し
バ
ナ
ゲ
ー

　
ム
』
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
月
に
開
催
予

　
定
で
す
。参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
も
し
も
余
命
が
半
年
と
言
わ
れ
た
ら…

、
そ

ん
な
縁
起
で
も
な
い
話
を
あ
え
て
気
軽
に
し
て

み
る
の
が
、『
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
』で
す
。そ
の
名

称
は『
も
し
も
の
た
め
の
話
合
い
』を
略
し
た
も

の
で
す
が
、元
々
は
、ア
メ
リ
カ
の
終
末
期
医
療

の
現
場
で
、
医
師
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
作
ら
れ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
す
。35
枚
の
カ
ー
ド
に
は「
ど
の
よ
う
に
ケ

ア
し
て
欲
し
い
か
」「
誰
に
側
に
い
て
欲
し
い

か
」「
自
分
に
と
っ
て
何
が
大
事
か
」な
ど
、
重

病
の
時
や
死
の
間
際
に
、人
が
よ
く
口
に
す
る

と
さ
れ
る
言
葉
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。ゲ
ー
ム

は
手
元
に
配
ら
れ
た
カ
ー
ド
と
他
の
カ
ー
ド

を
見
比
べ
な
が
ら
、
ル
ー
ル
に
従
い
自
分
に

と
っ
て
優
先
順
位
の
低
い
も
の
を
捨
て
な
が

ら
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

カ
ー
ド
を
選
び
抜
い
て
い
き
ま
す
。最
終
的
に

３
枚
の
カ
ー
ド
を
残
し
、な
ぜ
そ
れ
を
残
し
た

の
か
を
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
話
し
合
う
と

い
っ
た
流
れ
で
行
い
ま
す
。

　
人
生
の
終
末
期
は
、
い
つ
か
は
誰
も
が
体
験

す
る
こ
と
で
す
が
、普
段
元
気
な
時
に
は
、な
か

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
意
外
な
使
い
方
と
し
て
は
、

皮
を
む
い
て
擦
り
下
ろ
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

同
量
の
小
麦
粉
を
加
え
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る

ま
で
酢
を
加
え
て
よ
く
練
り
、そ
れ
を
布
に
伸

ば
し
て
湿
布
状
に
貼
る
と
、喉
の
痛
み
や
扁
桃

炎
、と
び
ひ
、火
傷
、便
秘
、膀
胱
炎
、五
十
肩
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
擦
り
下
ろ
し
た
も

の
を
布
で
濾
し
て
汁
を
１
０
０
ｃ
ｃ
ず
つ
飲

む
と
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
炎
な
ど
の

炎
症
を
抑
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
腺
病
質
に

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、酸
化
し
や
す
い
の
で
服

用
時
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。そ
ん
な
手
間
の

か
か
る
こ
と
を
毎
日
で
き
な
い
と
い
う
場
合

は
、ま
と
め
て
汁
を
作
っ
た
ら
コ
ト
コ
ト
煮
詰

め
て
い
き
、残
っ
た
黒
い
濃
縮
エ
キ
ス
を
茶
サ

ジ
１
杯
飲
む
か
塗
布
す
る
と
同
様
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。

冬
で
も
体
に
良
い
食
材
は
身
近
に
あ
り
ま

す
。う
ま
く
使
っ
て
新
し
い
年
を
健
康
で
迎
え

ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
は
新
ジ
ャ
ガ
が
美
味
し
い
季
節

で
す
ね
。い
ろ
ん
な
料
理
に
使
え
る
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。そ
ん
な
ジ
ャ
ガ
イ

モ
が
実
は
薬
草
に
な
る
と
言
わ
れ
た
ら
驚
き

で
す
ね
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ
た
ス
ー

プ
と
い
え
ば
シ
チ
ュ
ー
や
カ
レ
ー
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
、割
と
よ
く
あ
る
美
味
し
い
組
み

合
わ
せ
で
す
よ
ね
。実
は
こ
れ
が
高
血
圧
や
腎

臓
病
に
い
い
の
で
す
。ジ
ャ
ガ
イ
モ
３
個
と
タ

マ
ネ
ギ
１
個
の
割
合
で
薄
く
切
っ
て
煮
込
ん

だ
ス
ー
プ
を
毎
日
飲
み
続
け
る
も
の
で
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
と
て
も
多

い
と
聞
く
と
意
外
な
気
も
し
ま
す
が
１
０
０

グ
ラ
ム
中
35
ミ
リ
グ
ラ
ム
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
野
菜
の
中
で
は
結
構
多
い
方
で
す
。ま

た
、
熱
に
弱
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す
が
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
場
合
、熱
し
た
時
の
減
少
率
が
低
い
の

も
特
徴
で
す
。体
に
貯
め
て
お
け
な
い
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
な
の
で
、果
物
だ
け
で
な
く
こ
う
し
た
野

菜
も
使
っ
て
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
摂
り
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

  飛騨市終活支援センター
（飛騨市社会福祉協議会内）
予問

15 2021年１月号

連 載 の 庭

あなたにとって
大切なことは？

＜その10＞

月一度、終活巡回相談日を
開設しています。（要予約）

■１月 29 日（金）
　・河合振興事務所
　  ９：0０～１2：００
　・宮川町公民館
　  13：00 ～16：00

江馬氏城館跡で見つかった
墨書土師器皿

高原郷ケアネットで
新型コロナ対策
飛騨市民病院長　黒木 嘉人

▲高原郷ケアネットウェブサイト
https://takaharago-carenet.studio.site
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市と古川国府給食センターでは、令和３年４月1日採用予定の会計年度任用職員を以下のとおり募集します。

【会計年度任用職員とは】
　１年度内（４月 1 日から翌年３月 31 日まで）に任用される非常勤一般職の職員です。地方公務員法上の服務に関する規定が
適用されます。
【募集職種】

※１　勤務年数により、社会保険から岐阜県市町村職員共済組合、雇用保険から岐阜県市町村職員退職手当組合への移行あり
※２　月額により社会保険に該当しない場合あり
【勤務条件等】　任期　令和３年４月１日～令和４年３月 31 日まで
※成績良好かつ次年度も必要な職の場合、２回を限度で再任あり）
※詳細は、飛騨市ホームページ（他職種の記載あり：右 QR コード）をご覧いただくか、総務課人事給与係まで
お問合せください
【申込方法】
　１月 15 日（金）から１月 29 日（金）（必着）までに市販の履歴書に必要事項を記入し、資格の必要なものは資格証の写しを添え
て提出または郵送により応募ください。また、余白に希望する職種の記号および名称を記載ください。
【選考方法】
　書類選考の上、応募人数により面接試験を行います。面接試験は、２月中旬～下旬を予定（別途案内）しています。

場
版ドイワ

広の報情 場
版ドイワ

広の報情

募

集
令和３年度会計年度任用職員の募集について【追加募集】

総務課　 0577-73-7461

職種の名称 勤務する場所 資格要件等 勤務時間等（※1） 募集人数

Ａ

B

C

D

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｅ

Ｆ

若干名

若干名

２名程度

若干名

若干名

１名

１名

１名

１名

１名

１名

■口座振替の方
納期限前日までに残高の確認をお願

いします。

■納付書の方
　納付書に記載の金融機関、コンビニ、ス
マートフォン決済アプリ等で納付して
ください。

毎月給与の支払いを受けている方は
勤務先の事業所で給与から住民税を差
し引く方法による納税ができますので、
事業主にご相談ください。

お
知
ら
せ
令和２年分　確定申告相談のお知らせ

お
知
ら
せ

市・県民税第４期分の
納期限は２月１日（月）です

■給与支払報告書、償却資産申告書の
提出
　提出期限：２月１日（月）
※早めの提出をお願いします

■特別徴収義務者に指定されている事
業主の皆さまへ
　退職が１月１日～５月 31 日までの方
は一括徴収が義務付けられています。
令和２年度分（令和３年 5 月分まで）の
未徴収額を一括徴収してください。

■「商工業生産設備等に対する飛騨市
税の特例に関する条例」に基づく減免
制度
　以下の①②を満たす場合、対象となる
資産の固定資産税が３年間免除されま
す。
①対象となる事業者
　市内において製造業、旅館業、農林水産

物等販売業を営まれている法人およ
　び個人の方
②課税免除の要件

昨年中に①の事業の用に供する資産
（取得額の合計が 2,700 万円を超える

　こと）を新設または増設した場合等
※申請をご検討の方は税務課へお問い
　合せください

お
知
ら
せ
事業主の方へ

令和２年分の確定申告・市県民税申告相談を以下のとおり行います。

■開設期間
　令和３年２月 16 日（火）～３月 15 日（月）　※土日祝日除く
■申告会場
　・市役所西庁舎３階大会議室　　・河合振興事務所
　・神岡振興事務所３階　　　　　・宮川振興事務所
　・高山税務署会場：高山合同庁舎２階（高山駅裏）
■開設時間
　８：30 ～ 12：00（受付 11：00 まで） 13：00 ～ 17：00（受付 16：00 まで）
※セキュリティ上、市役所へは 8：15 以降でないと入れません
※土地・建物・株式などの譲渡所得のある方は高山税務署会場をご利用ください
※高山税務署会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要
です。入場整理券は当日高山税務署で配布しますが、LINE アプリにて事前取得もでき
ます（LINE ID 「@kokuzei」）

●税務署員による出張税務相談
■相談会場　市役所　西庁舎３階　■相談日　２月 18 日（木）
■時間　９：30 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

●申告相談をご利用になる場合の注意事項
　・新型コロナウイルス感染防止のため、必ずマスクの着用と会場入場の際には手指

の消毒と検温にご協力をお願いします。
　・マイナンバーの確認のため、通知カードやマイナンバーカードをお持ちください。
　・市役所および各振興事務所での申告相談では、譲渡所得等の申告について相談を
　　お受けできない場合がありますので、あらかじめご了承ください。また、青色申告
　　の方は提出のみ受け付けます。
　・農業所得や営業所得等がある方は収支内訳書を事前に作成し、ご持参ください。
　・医療費控除を受ける方は明細書を事前に作成し、ご持参ください。

（明細書様式は、市役所および各振興事務所に備え付けてあります）

●申告書はご自分で作成してお早めに
　・国税庁のホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、ご自分で確定申告書

の作成ができます。
また、所得税・消費税については、国税電子申告・納税システム（e-Tax）が利用で　

　きます。
国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp/
e-Tax ホームページ　https://www.e-tax.nta.go.jp/

●令和２年分所得税などの申告および納付期限
　所得税・贈与税　３月 15 日（月）　消費税　３月 31 日（水）
　・期限までに申告・納付してください。
　・納付書をお持ちでない方は、税務署、市役所および振興事務所に備え付けの納付書
　をご利用ください。

※所得税・消費税については、便利で安全・確実な「振替納税」をご利用ください
　振替日　所得税　４月 19 日（月）　消費税　４月 23 日（金）

税務課 0577-73-3742
高山税務署 0577-32-1020

税務課
各振興事務所（税務担当）

0577-73-3742

税務課 0577-73-3742

資格不問

資格不問

資格不問

一般事務補助（一般事務補助員） 飛騨市役所
各振興事務所

飛騨市役所
各振興事務所

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）のうち、7時間勤務 週35時間

一般事務補助（一般事務補助員）
※障がい者雇用枠

時間額880円～920円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分 （月～金）

一般事務補助（農業相談員） 飛騨市役所
時間額880円～920円
社会保険（※２）、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分 （月～金）週3日程度

技能労務補助（宿直員） 飛騨市役所 資格不問
時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
17時15分～8時30分（水～日）のうち、7時間45分勤務

技能労務補助（用務員兼宿直員） 神岡振興事務所 資格不問

時間額890円～940円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
用務員業務時：8時30分～17時15分
宿直員業務時：17時15分～8時30分のうち、7時間45分勤務
上記勤務をシフトにより週５日

一般事務補助（一般事務補助員） 古川国府
給食センター 資格不問

時間額880円～920円
雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～14時30分（月～金）
勤務時間、休日について相談可

保育士 市内保育園 保育士
時間額1,030円～1,100円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～16時30分（月～金）

ICT支援員 市内小中学校 教員免許
時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

スタディサポーター 古川・河合・宮川
地区の小中学校 教員免許

時間額1,090円～1,160円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
学校指定時間のうち、１日6時間程度勤務（月～金）

看護助手 飛騨市民病院 資格不問

時間額960円～1,010円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
週５日を基本とした２交替勤務
勤務時間相談可（※２）

薬剤師 飛騨市民病院 薬剤師
月額188,400円～199,300円
社会保険、雇用保険、労災（または公災）保険
8時30分～17時15分（月～金）

飛騨の薬草を学ぶ
教養講座

ジャガイモ

村
上
光
太
郎
　「
薬
草
を
食
べ
る
」よ
り

連 載 の 庭

地域振興課 0577-62-8904

文化振興課 0577-73-7496
飛騨市民病院
0578-82-1150

0577-73-3214

▶
江
馬
館
で
見
つ
か
っ
た
墨
書
土
師
器
皿

14

神
岡
町
の
江
馬
氏
城
館
跡(

江
馬
館)

は
、

中
世
に
高
原
郷
を
治
め
た
江
馬
氏
が
築
い
た

居
館
跡
で
す
。庭
園
は
16
世
紀
初
め
ご
ろ
に
完

成
し
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
年
代
は

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
墨
書
土
師
器
皿(

ぼ

く
し
ょ
は
じ
き
ざ
ら)

が
根
拠
に
な
っ
て
い

ま
す
。

墨
書
土
師
器
皿
と
は
墨
で
文
字
等
が
書
き

込
ま
れ
た
素
焼
き
の
お
皿
の
こ
と
で
す
。江
馬

館
の
墨
書
土
師
器
皿
は
、皿
の
大
き
さ
や
形
な

ど
か
ら
16
世
紀
初
め
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

し
た
。年
代
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

国
名
勝
の
指
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で
は
下
館
跡
の
西
側
と
南
側
で

２
枚
ず
つ
が
重
な
っ
た
状
態
で
見
つ
か
り
、計

４
枚
の
墨
書
土
師
器
皿
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

皿
の
内
面
に
は
縁
か
ら
底
に
か
け
て
放
射
状

に
５
行
の
字
句
が
書
か
れ
て
お
り
、２
種
類
の

墨
書
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
つ
は
方
向
と
色
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
字
句

で
、も
う
１
つ
は
数
字
と
神
が
組
み
合
わ
さ
れ

た
字
句
で
す
。こ
れ
ら
は
陰
陽
五
行
説
と
呼
ば

れ
る
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
思
想
を
意
味
し
て

お
り
、そ
の
考
え
が
江
馬
館
で
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
資
料
で
す
。ま
た
、

外
面
に
は「
西
方
」、「
南
方
」と
方
角
が
書
か
れ

て
お
り
、下
館
跡
の
東
・
西
・
南
・
北
・
中
央

の
位
置
に
地
鎮
の
た
め
に
埋
納
し
た
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

飛
騨
市
に
お
い
て
、当
時
の
思
想
を
表
し
て

い
る
墨
書
土
師
器
皿
は
、現
在
こ
れ
以
外
に
存

在
し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、
比
較
的
残
り
が
良

い
状
態
で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後

は
市
の
指
定
文
化
財
と
な
る
よ
う
に
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

墨
書
土
師
器
皿
は
非
常
に
脆
い
製
品
で
あ

る
た
め
、こ
れ
ま
で
実
物
を
展
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、４
枚
の
う
ち
２
枚
の
複

製
品
を
今
年
度
作
成
し
、実
物
と
遜
色
な
い
仕

上
が
り
の
も
の
を
、会
所
内
に
展
示
し
て
い
ま

す
。現
在
は
冬
季
閉
館
中
で
す
が
、
４
月
に
開

館
し
た
際
に
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
１
年
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
飛
騨
市
民
病
院
を
利
用
さ
れ
る
患

者
さ
ん
は
神
岡
町
と
高
山
市
上
宝
町
お
よ
び

奥
飛
騨
温
泉
郷
の「
高
原
郷
」地
区
が
中
心
で

す
。当
地
域
で
の
多
職
種
連
携
を
継
続
的
に

発
展
さ
せ
る
た
め
の
研
修
会
「
高
原
郷
ケ
ア

ネ
ッ
ト
」
を
２
０
１
７
年
３
月
に
開
始
し
ま

し
た
。30
カ
所
以
上
の
医
療
、福
祉
、介
護
、行

政
担
当
の
事
業
所
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

方
々
に
参
加
を
募
り
ま
し
た
。

　
毎
回
１
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
関
係
者
が

講
演
、そ
の
後
に
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
毎
に

自
由
に
討
論
し
、最
後
に
発
表
す
る
と
い
っ
た

形
式
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。取
り
上
げ
た

テ
ー
マ
は
、「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い

て
」「
訪
問
看
護
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
食
べ
る
こ
と
へ
の
支
援
」「
口
腔
ケ
ア
」「
ヘ
ル

パ
ー
の
生
活
支
援
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
」「
薬
剤
師
の
活
動
・
連
携
に
つ
い
て
」「
福

祉
用
具
・
住
宅
改
修
に
つ
い
て
」
で
し
た
。参

加
者
は
回
を
重
ね
る
度
に
増
加
し
て
80
人
を

超
え
る
よ
う
な
盛
大
な
研
修
会
へ
と
発
展
し
、

お
互
い
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
一
層

強
化
さ
れ
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

一
同
に
集
ま
る
事
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
局
面
を
乗
り
切
る
た
め
に
、２
０
２
０
年
７

月
か
ら「
医
療
・
介
護
現
場
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
」を
テ
ー
マ
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
３
回
開
催
し
ま
し
た
。古
川
町
の
介

護
福
祉
事
業
者
も
加
わ
っ
て
参
加
者
は
１
０

０
人
を
超
え
ま
し
た
。当
院
の
感
染
症
対
策
の

専
門
家
で
あ
る
中
林
医
師
に
よ
る
講
演
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
最
新
の
知
識
を
学
び
、

さ
ら
に
は
現
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
の
取
り
組
み
や
困
っ
て
い
る

事
な
ど
情
報
を
お
互
い
に
共
有
し
ま
し
た
。高

原
郷
ケ
ア
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、決
し
て
こ
の
地

域
の
医
療
・
介
護
の
現
場
で
感
染
を
拡
大
さ

せ
な
い
よ
う
、ま
た
万
一
の
際
に
は
事
業
所
を

超
え
て
助
け
合
え
る
よ
う
堅
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

な
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い「
人
生
会
議
」で

す
。ゲ
ー
ム
の
中
で
、「
な
ぜ
こ
の
カ
ー
ド
を
選

ん
だ
の
か
」
と
い
う
他
人
の
価
値
観
を
聞
く
こ

と
で
、
自
分
の
考
え
も
明
確
に
な
り
、
幅
も
広

が
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、カ
ー
ド
を
選
ぶ
時
の
迷

い
や
心
の
揺
ら
ぎ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、「
た
と

え
こ
う
だ
」と
決
め
た
事
で
も
、日
々
考
え
方
は

変
わ
っ
て
ゆ
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。実
際
、『
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
』は
、

行
う
時
期
や
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
こ
と
で
、
自

分
が
選
ぶ
カ
ー
ド
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、た
と
え
自
分
が
欲
し
い
カ
ー
ド
で
も
、他
人

が
先
に
選
べ
ば
手
に
入
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
状
況
に
合
わ
せ
て
自
ら
の
気
持
ち
に
折
り

合
い
を
つ
け
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
も
感
じ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

昔
に
比
べ
、
家
で
死
を
迎
え
る
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
死
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
が
減
っ
て

い
る
現
代
、
い
つ
か
迎
え
る
死
を
意
識
す
る
こ

と
で
、
人
生
の
最
期
の
大
切
な
時
の
過
ご
し
方

や
、
今
を
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
に
も
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

※

終
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
も
し
バ
ナ
ゲ
ー

ム
』
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
月
に
開
催
予

定
で
す
。参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

も
し
も
余
命
が
半
年
と
言
わ
れ
た
ら…

、
そ

ん
な
縁
起
で
も
な
い
話
を
あ
え
て
気
軽
に
し
て

み
る
の
が
、『
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
』で
す
。そ
の
名

称
は『
も
し
も
の
た
め
の
話
合
い
』を
略
し
た
も

の
で
す
が
、元
々
は
、ア
メ
リ
カ
の
終
末
期
医
療

の
現
場
で
、
医
師
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
作
ら
れ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
す
。35
枚
の
カ
ー
ド
に
は「
ど
の
よ
う
に
ケ

ア
し
て
欲
し
い
か
」「
誰
に
側
に
い
て
欲
し
い

か
」「
自
分
に
と
っ
て
何
が
大
事
か
」な
ど
、
重

病
の
時
や
死
の
間
際
に
、人
が
よ
く
口
に
す
る

と
さ
れ
る
言
葉
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。ゲ
ー
ム

は
手
元
に
配
ら
れ
た
カ
ー
ド
と
他
の
カ
ー
ド

を
見
比
べ
な
が
ら
、
ル
ー
ル
に
従
い
自
分
に

と
っ
て
優
先
順
位
の
低
い
も
の
を
捨
て
な
が

ら
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

カ
ー
ド
を
選
び
抜
い
て
い
き
ま
す
。最
終
的
に

３
枚
の
カ
ー
ド
を
残
し
、な
ぜ
そ
れ
を
残
し
た

の
か
を
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
話
し
合
う
と

い
っ
た
流
れ
で
行
い
ま
す
。

人
生
の
終
末
期
は
、
い
つ
か
は
誰
も
が
体
験

す
る
こ
と
で
す
が
、普
段
元
気
な
時
に
は
、な
か

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
意
外
な
使
い
方
と
し
て
は
、

皮
を
む
い
て
擦
り
下
ろ
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

同
量
の
小
麦
粉
を
加
え
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る

ま
で
酢
を
加
え
て
よ
く
練
り
、そ
れ
を
布
に
伸

ば
し
て
湿
布
状
に
貼
る
と
、喉
の
痛
み
や
扁
桃

炎
、と
び
ひ
、火
傷
、便
秘
、膀
胱
炎
、五
十
肩
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
擦
り
下
ろ
し
た
も

の
を
布
で
濾
し
て
汁
を
１
０
０
ｃ
ｃ
ず
つ
飲

む
と
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
炎
な
ど
の

炎
症
を
抑
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
腺
病
質
に

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、酸
化
し
や
す
い
の
で
服

用
時
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。そ
ん
な
手
間
の

か
か
る
こ
と
を
毎
日
で
き
な
い
と
い
う
場
合

は
、ま
と
め
て
汁
を
作
っ
た
ら
コ
ト
コ
ト
煮
詰

め
て
い
き
、残
っ
た
黒
い
濃
縮
エ
キ
ス
を
茶
サ

ジ
１
杯
飲
む
か
塗
布
す
る
と
同
様
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
冬
で
も
体
に
良
い
食
材
は
身
近
に
あ
り
ま

す
。う
ま
く
使
っ
て
新
し
い
年
を
健
康
で
迎
え

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
期
は
新
ジ
ャ
ガ
が
美
味
し
い
季
節

で
す
ね
。い
ろ
ん
な
料
理
に
使
え
る
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。そ
ん
な
ジ
ャ
ガ
イ

モ
が
実
は
薬
草
に
な
る
と
言
わ
れ
た
ら
驚
き

で
す
ね
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ
た
ス
ー

プ
と
い
え
ば
シ
チ
ュ
ー
や
カ
レ
ー
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
、割
と
よ
く
あ
る
美
味
し
い
組
み

合
わ
せ
で
す
よ
ね
。実
は
こ
れ
が
高
血
圧
や
腎

臓
病
に
い
い
の
で
す
。ジ
ャ
ガ
イ
モ
３
個
と
タ

マ
ネ
ギ
１
個
の
割
合
で
薄
く
切
っ
て
煮
込
ん

だ
ス
ー
プ
を
毎
日
飲
み
続
け
る
も
の
で
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
と
て
も
多

い
と
聞
く
と
意
外
な
気
も
し
ま
す
が
１
０
０

グ
ラ
ム
中
35
ミ
リ
グ
ラ
ム
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
野
菜
の
中
で
は
結
構
多
い
方
で
す
。ま

た
、
熱
に
弱
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す
が
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
場
合
、熱
し
た
時
の
減
少
率
が
低
い
の

も
特
徴
で
す
。体
に
貯
め
て
お
け
な
い
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
な
の
で
、果
物
だ
け
で
な
く
こ
う
し
た
野

菜
も
使
っ
て
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
摂
り
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

  飛騨市終活支援センター
（飛騨市社会福祉協議会内）
予問
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連 載 の 庭

あなたにとって
大切なことは？

＜その10＞

月一度、終活巡回相談日を
開設しています。（要予約）

■１月 29 日（金）
・河合振興事務所

　  ９：0０～１2：００
　・宮川町公民館
　  13：00 ～16：00

江馬氏城館跡で見つかった
墨書土師器皿

高原郷ケアネットで
新型コロナ対策
飛騨市民病院長　黒木 嘉人

▲高原郷ケアネット ウェブサイト
https://takaharago-carenet.studio.site
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宮川小学校で「校内マラソン大会」児
子どもたちの心身を健全に鍛えようと、宮川小学校が２日に「校内マラソ

ン大会」を開催し、全校生９人が心地よい汗を流しました。
コースは同校を起終点に１・２年が２キロ、３年以上は宮川町牧戸までの

往復３キロを走ります。大会では順位は競いません。児童たちがこの１年で
培った力を発揮し、昨年の記録を塗り替えるのが狙いです。
児童たちはゼッケンを胸に一斉にスタート。校庭から住宅街や田畑の間

を走る道路に出ると、折り返し点を目指して元気よく走っていきました。
３キロのコースで１番にゴールした５年の幅圭吾君は「１カ月前から毎日

練習したお陰で、去年を55秒も上回ることができました」と笑顔を見せて
いました。

童ら疾走 心地よい汗を流す

十六地域振興財団から市に５０万円助成生
十六銀行が出資する公益財団法人「十六地域振興財団」から８日、市が

実施している市民講座や「飛騨市民カレッジ」などの生涯学習推進事業に
対し、事業助成金50万円をいただきました。
同カレッジは、幅広い分野の知識や技術を持つ専門家らを講師に招き、

来年度本格開校を予定。現在は「プレ開校」として複数の講座を開いてお
り、11月には元ニュースキャスターの村尾信尚さんの講演会を行いました。
この日は市役所で助成金の贈呈感謝式が行われ、同財団の白木幸泰専

務理事が都竹市長へ目録を手渡しました。
白木専務理事は「この助成が飛騨市の政策や事業、市民の皆さんの暮ら

しの役に立てればうれしい」と話されました。

涯学習に活用して12/8

場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ https://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト https://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 

人権擁護委員が紙人形劇による人権啓発人
子どもたちに豊かな人権感覚を身に付けてもらおうと12月4日、古川西

小学校で人権ペープサート（紙人形劇）の上演が行われ、同校の1年生児童
41人が鑑賞しました。
このペープサートは、高山人権擁護委員協議会飛騨部会が主催し、人形

制作から脚本・演技まですべて人権擁護委員の手作りで上演をしています。
この日は、新型コロナウイルス関連の人権侵害について、「コロナに感染

しないようにがんばって感染予防をしているけれど、かかってしまうかもし
れない。もし、友だちがコロナにかかってしまったらどうしますか？」との人
権擁護委員からの問いに、児童らは「早く治るといいね」「大丈夫だよ」
「元気になってね」との言葉を送ると元気に答えていました。

権の大切さを学ぶ

広報ひだまち特派員レポート
（特派員：水樹　華・岡田　直樹）

市民ライターがまちの話題をお届け！

12/2

12/4

図鑑「飛騨地方で記録された蝶類」寄贈チ
高山市在住のチョウ愛好家の鈴木俊文さんが8日、飛騨地域で目撃例のある
チョウ全142種類の自然の姿を自身で記録した図鑑「飛騨地方で記録された蝶
類」を市へ寄贈していただきました。
この図鑑は、論文など公式の記録が残る種や飛騨地域で繁殖している種、分
布が変わった種、県外から偶然飛来して見つかった種が収録されており、鈴木
さんが県内外の野山で１種ずつ記録したものです。
この日は、「小中学生や図書館を利用する方に、チョウを通じて古里の豊かな
自然を知ってほしい」と鈴木さんから教育長に図鑑10冊を手渡しました。
図鑑は市内小中学校と飛騨市図書館・神岡図書館に配置されます。

ョウを通じて豊かな自然を知ってほしい12/8

1 2月31日現在（敬称略）
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再
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右
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岡
高
校
３
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作
者
の
思
い
】

初
詣
は
多
く
の
人
が
お
参
り
に
行
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
に
は
周
り
に
人
が
い
な
い
か
よ
く
確
認
し
て

も
ら
い
た
い
の
で
、「
両
側
」
と
「
再
度
」
２
つ
の
意
味
を
「
サ

イ
ド
」
に
込
め
ま
し
た
。
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特
集

特
集防災の決断新たに　飛騨市消防出初式 新たな誓いを胸に　飛騨市成人式

新たな誓いを胸に
飛騨市成人式
飛騨市成人式が１月３日、市内２会場で開かれました。
今年の新成人は279人（男性150人、女性129人）。
色あざやかな振り袖や真新しいスーツに身を包み、大人の仲
間入りをしました。
コロナ禍での成人式でしたが、感染対策の徹底や、来賓の縮少
に加え、参加できない方や保護者の方向けに、式の様子をオン
ライン配信するなど、工夫して開催されました。

新春恒例の飛騨市消防出初式が１月 10 日に開かれ、各地域の消防団員や消防職
員など約 130人が出席し、防火防災への決意を新たにしました。
今年は新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえ、規模を縮小し、分列行進、
梯子乗りは中止し、式典のみの開催となりました。
この日は、神岡町公民館で式典が開かれ、消防活動に功績のあった団員やその家
族、社会貢献事業所が表彰されました。

防災の決断新たに
飛騨市消防出初式

岐阜県知事表彰
【社会貢献事業所感謝状表彰】
株式会社三晃設備工業

【永年勤続功労章】
木下　雅人　神岡方面隊本部
鈴木　俊輔　神岡方面隊第２分団
茂利　岳則　神岡方面隊第３分団
島田　賢一　神岡方面隊第３分団
阪上　伸朗　神岡方面隊第３分団
田口　郁子　古川方面隊本部
柏木　俊和　河合方面隊本部
森下　一仁　宮川方面隊本部
大下　俊昭　飛騨市消防本部
池尾　隼人　飛騨市消防本部
田近　雄一　飛騨市消防本部

【勤続功労章】
木下　雅人　神岡方面隊本部
中野　広満　神岡方面隊第２分団
長原　学　　神岡方面隊第２分団
茂利　岳則　神岡方面隊第３分団
中村　勝　　古川方面隊本部
重山　好範　古川方面隊本部
森下　一仁　宮川方面隊本部
原　　保宏　飛騨市消防本部
野尻　寛之　飛騨市消防本部

【功労章】
西谷　康広　神岡方面隊本部
和仁　幸広　神岡方面隊第１分団
芝山　哲　　古川方面隊ラッパ分団
森下　和哉　古川方面隊第１分団
畑　　亮徳　河合方面隊第１分団
中畑　和弘　河合方面隊第２分団
村上　誠　　宮川方面隊第１分団
新谷　宗介　宮川方面隊第３分団
中田　貴彦　飛騨市消防本部

他 32 人

【消防団員優秀家族賞】
東　　厚子　神岡方面隊第２分団
中野　夏希　神岡方面隊第２分団
塚腰　美穂　古川方面隊第１分団
清水真知子　古川方面隊第３分団
稲葉　佑子　古川方面隊第３分団
田中　知美　古川方面隊第４分団
杜腰　典子　古川方面隊第５分団
水川　麻美　河合方面隊第３分団

飛騨市長表彰
【特別功労章】
荒井　淳司　神岡方面隊第１分団
小鳥川　悟　古川方面隊自動車分団
吉眞　磯雄　河合方面隊第２分団
下林　弘明　宮川方面隊第１分団

他８人
【勤労章】
川上　慶太　神岡方面隊第１分団
砂田　貴弘　古川方面隊自動車分団
小枝　泰浩　古川方面隊第１分団
幅野　雅道　河合方面隊第１分団
野村　孝幸　宮川方面隊第１分団

他 23 人

岐阜県消防協会長表彰
【功績章】
大坪　頌児　神岡方面隊第１分団
黒木　隆義　古川方面隊ラッパ分団
神瀬　隆之　古川方面隊第１分団
大下　哲也　河合方面隊第１分団
野道　涼太　宮川方面隊第１分団
脇田　拓　　飛騨市消防本部

他 37 人

【勤労章 20年】
梶山　克巳　神岡方面隊第１分団
中村　勝　　古川方面隊本部
板屋　克也　河合方面隊第２分団

荒谷　安則　宮川方面隊第２分団
他 15 人

【勤労章 15年】
井上　和也　神岡方面隊第２分団
中田　好美　古川方面隊女性分団
下堂前公介　河合方面隊第２分団
平澤　和也　宮川方面隊第１分団

他 25 人

飛騨市消防協会長表彰
【功績章】
小椋　賢一　神岡方面隊第１分団
板屋　弘美　古川方面隊女性分団
蒲　　俊雄　古川方面隊自動車分団
横江　桂治　古川方面隊第１分団
中畑　和弘　河合方面隊第２分団
山口　雅良　宮川方面隊第１分団

他 25 人

【勤労章】
井波　博之　神岡方面隊第１分団
山口　伸吾　古川方面隊ラッパ分団
住田　真一　古川方面隊第１分団
小林　和真　河合方面隊第２分団
荒川　晃司　宮川方面隊第３分団

他 35 人

飛騨市消防団長表彰
【優良団員章】
大坪　万政　神岡方面隊第１分団
谷開　優斗　古川方面隊ラッパ分団
北平江利子　古川方面隊女性分団
桑田　大也　古川方面隊第１分団
盤所　諭　　河合方面隊第２分団
泉　　祐史　宮川方面隊第３分団

他 16 人

（注：撮影時のみマスクを外しています）
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培った力を発揮し、昨年の記録を塗り替えるのが狙いです。
　児童たちはゼッケンを胸に一斉にスタート。校庭から住宅街や田畑の間
を走る道路に出ると、折り返し点を目指して元気よく走っていきました。
　３キロのコースで１番にゴールした５年の幅圭吾君は「１カ月前から毎日
練習したお陰で、去年を55秒も上回ることができました」と笑顔を見せて
いました。

童ら疾走 心地よい汗を流す

十六地域振興財団から市に５０万円助成生
　十六銀行が出資する公益財団法人「十六地域振興財団」から８日、市が
実施している市民講座や「飛騨市民カレッジ」などの生涯学習推進事業に
対し、事業助成金50万円をいただきました。
　同カレッジは、幅広い分野の知識や技術を持つ専門家らを講師に招き、
来年度本格開校を予定。現在は「プレ開校」として複数の講座を開いてお
り、11月には元ニュースキャスターの村尾信尚さんの講演会を行いました。
　この日は市役所で助成金の贈呈感謝式が行われ、同財団の白木幸泰専
務理事が都竹市長へ目録を手渡しました。
　白木専務理事は「この助成が飛騨市の政策や事業、市民の皆さんの暮ら
しの役に立てればうれしい」と話されました。

涯学習に活用して12/8

場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています
飛騨市ホームページ https://www.city.hida.gifu.jp/

携帯サイト https://www.city.hida.gifu.jp/mobile/

QR コード 

人権擁護委員が紙人形劇による人権啓発人
　子どもたちに豊かな人権感覚を身に付けてもらおうと12月4日、古川西
小学校で人権ペープサート（紙人形劇）の上演が行われ、同校の1年生児童
41人が鑑賞しました。
　このペープサートは、高山人権擁護委員協議会飛騨部会が主催し、人形
制作から脚本・演技まですべて人権擁護委員の手作りで上演をしています。
　この日は、新型コロナウイルス関連の人権侵害について、「コロナに感染
しないようにがんばって感染予防をしているけれど、かかってしまうかもし
れない。もし、友だちがコロナにかかってしまったらどうしますか？」との人
権擁護委員からの問いに、児童らは「早く治るといいね」「大丈夫だよ」
「元気になってね」との言葉を送ると元気に答えていました。

権の大切さを学ぶ

広報ひだまち特派員レポート
（特派員：水樹　華・岡田　直樹）

市民ライターがまちの話題をお届け！

12/2

12/4

図鑑「飛騨地方で記録された蝶類」寄贈チ
　高山市在住のチョウ愛好家の鈴木俊文さんが8日、飛騨地域で目撃例のある
チョウ全142種類の自然の姿を自身で記録した図鑑「飛騨地方で記録された蝶
類」を市へ寄贈していただきました。
　この図鑑は、論文など公式の記録が残る種や飛騨地域で繁殖している種、分
布が変わった種、県外から偶然飛来して見つかった種が収録されており、鈴木
さんが県内外の野山で１種ずつ記録したものです。
　この日は、「小中学生や図書館を利用する方に、チョウを通じて古里の豊かな
自然を知ってほしい」と鈴木さんから教育長に図鑑10冊を手渡しました。
　図鑑は市内小中学校と飛騨市図書館・神岡図書館に配置されます。

ョウを通じて豊かな自然を知ってほしい12/8
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飛騨市外国人材交流会外
　市内で働く外国人技能実習生らに日本の文化を知ってもらおうと12日、外国
人向けにつるし飾りの体験会を市役所で開催しました。
　市内事業所では、ベトナムやインドネシアなどから多くの技能実習生らが訪
れ、さまざまな業務に従事しています。市では、外国人に会社の垣根を越えて仲
間の輪を広げてもらうため、毎年交流会を開催しています。
　この日は、市内の愛好家団体「つるしかざり研究会」の皆さんに講師として協
力していただき、市内の製造業など４社に勤務する外国人14人がつるし飾り作
りに挑戦しました。
　参加者は、針と糸を使って布地の形を整え、７つのパーツを作り、最後にパー
ツを組み合わせて球状のつるし飾りを完成させました。

国人実習生 日本の文化に触れる12/12

黒内果樹園の天木政彦さん「岐阜県地域子ども支援賞」受賞子
　市内の小学生にリンゴの栽培を教えてきた黒内果樹園の天木政彦組合長が、
子どもの地域活動への支援をたたえる「岐阜県地域子ども支援賞」を受賞さ
れ、18日に沖畑教育長から伝達表彰を受けました。
　この賞は、子どもたちが地域で行うさまざまな活動を一生懸命に支え、地域
にも貢献している、団体・個人に対して知事から表彰されるものです。
　天木組合長は20年以上前から市内の小学校と特別支援学校からリンゴ栽培
体験や収穫体験の依頼を受けており、毎年リンゴの摘果や袋掛けなどを体験す
る機会を用意し、子どもたちを指導してきました。
　天木組合長は「果樹園として続けてきた取り組みが評価されてありがたい」
と話されました。

どもたちへの長年の体験提供が称えられる12/18

小学生向けドローン体験会を開催児
地域おこし協力隊でドローンの専門的な知識と経験を持つ山﨑裕考さんに

よる市内小学生向けドローン体験会が20日、古川町公民館で行われました。
この体験会は、市内の子どもたちに最先端技術に触れてもらう機会を増や

し、ドローンに興味を持ってもらうことを目的に開催したものです。
この日は市内小学生25人が参加し、山﨑さんに教わりながらプログラミン

グや小型ドローンの操縦体験、FPVと呼ばれるドローン目線での迫力ある映
像を見るなどして、ドローンに触れました。

児童らは、熱心に山﨑さんの話を聞きながら、楽しくドローンについて学ん
でいました。

童らがドローンに触れ楽しむ12/20

交通安全協会神岡支部が反射チョッキを神岡中学校へ贈呈交
市交通安全協会神岡支部（吉村三治支部長）が12月23日、神岡中学校に

反射材の付いた交通安全啓発用のチョッキ50着を贈りました。
このチョッキは、警察と高校生が連携して防犯や交通安全などの社会貢献

活動を行う「ＭＳリーダーズ」を務める生徒と保護者、同校職員らが交通安全
週間などで着用するほか、同校が取り組んでいる「ふるさと健脚大会」でもラ
ンナーの安全確保のため利用するそうです。

この日は、支部のメンバーと飛騨警察署員ら４人が同校を訪れて「ドライ
バーや歩行者からよく見え、夏は涼しいメッシュ地のチョッキです」と上口淳
校長に手渡しました。上口校長は「地域の方々のこうしたサポートは大変あり
がたいです」と話していました。

通安全や地域貢献のために使用して12/23

クリスマスマーケットin神岡を開催ク
　イルミネーションやおいしい食べ物などでクリスマスの雰囲気を楽しんでも
らおうと「クリスマスマーケットin神岡」が12日、神岡町の本町防災公園で行わ
れました。
　このイベントは、コロナ禍でさまざまなイベントが中止となる中、年末に少し
でも明るい気持ちになってもらおうと、飛騨市観光協会が開催したものです。
　会場には、この日だけのあたたかい食べ物や飲み物、物販など12店舗が出展
され、地元住民らなどでにぎわいました。
　また、クリスマスイルミネーションも設置され、参加者らは一足早いクリスマ
スを楽しみました。

リスマスの雰囲気を楽しむ12/12

飛騨市美術館収蔵品展 記念ワークショップ自
　飛騨市美術館収蔵品展「何にみえる？何を感じる？～抽象美術へのいざない
～」の開催を記念して19日、「抽象表現を楽しもう！」と題したワークショップを
開催し、市内の絵画愛好者ら６人が抽象画に挑戦しました。
　この日は、地元で活躍する抽象画専門の画家・横山明男さん（高山市）が筆
のほかマスキングテープやストローなども使って、描き方の手本を示した後、参
加者らは工夫を凝らして、彩り豊かな作品を仕上げました。
　参加した布谷千里さん（古川町）と柳尾恭子さん（古川町）は画用紙に向かっ
てペイントを含ませた筆を振って色を付けるなど、さまざまな技法にチャレンジ
し「自分だけの作品を作ることができてとても楽しかったです」と笑顔を見せて
いました。

自分だけの作品を描き、抽象表現を楽しむ12/19

飛騨市民病院のデイルームが飛騨の家具で一新入
　飛騨市民病院の入院患者が集まる２階のデイルームが21日、地域住民で
つくる「飛騨市民病院を守る会」からの寄付で、柏木工の協賛により飛騨
の家具による素敵な空間に生まれ変わりました。
　この日はデイルームの披露式が行われ、黒木嘉人病院長が同会と同社の
代表者に感謝状を手渡しました。
　黒木病院長は「飛騨の素晴らしい家具で素晴らしい癒しの空間が生まれ
た。病院としてできなかったことを守る会に助けられ実現できてうれしい」
と感謝を述べました。同会の針田俊一会長は「デイルームが安らぎを与え
る温かい空間になった。会としてできる範囲で、地域の宝でもある病院の
力になりたい」と話されました。

院患者の安らぎの場所に12/21

第22回米・食味分析鑑定コンクール国際大会結果報告飛
静岡県駿東郡小山町で開催された第22回米・食味分析鑑定コンクール国

際大会で金賞等を受賞した農家らが23日、市役所を訪れ都竹市長に受賞を
報告しました。

この日は各部門で受賞した、飛騨市うまいお米研究会に加わる和仁農園の
平田昌英さんとみつわ農園の永田政和さん、古田雄貴さん、稲越農業改良組
合の宮本善秋さんらが市役所に訪れ、受賞の喜びを都竹市長に報告しまし
た。

都竹市長は「これからもおいしいお米を作ってもらいたい」と激励の言葉を
贈り、国際総合部門で金賞に輝いた平田さんは「農園スタッフみんなの力で６
年連続で金賞を受賞することができた」と話しました。

騨市のお米が金賞・特別優秀賞を受賞12/23
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、
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に
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が
、
劇
的
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終
息
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見
通
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状
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は
な
く
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コ
ロ
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共
に
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き
る
生
活
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は
今
後
も
続
い
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い
く
こ
と
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予
想
さ

れ
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、本
年
も

コ
ロ
ナ
対
策
に
万
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を
期
し
つ
つ
、
市

が
目
指
し
て
お
り
ま
す
「
元
気
で
あ
ん

き
な
誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
飛
騨
市

づ
く
り
」
に
向
け
た
事
業
を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、「
あ
ん
き
な
飛
騨
市
づ
く
り
」

の
分
野
で
は
、
弱
い
立
場
の
方
の
支
援

や
暮
ら
し
の
質
の
充
実
を
目
標
に
、
コ

ロ
ナ
対
策
で
ご
好
評
を
得
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
や
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
商
品
販
売
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
援
の

充
実
、認
知
症
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
、多

重
債
務
者
の
支
援
な
ど
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、神
岡
町
山
田
地

内
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
多

機
能
障
が
い
者
支
援
施
設
の
オ
ー
プ
ン

と
共
に
、
障
が
い
児
者
の
生
涯
に
わ
た

る
相
談
体
制
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
元
気
な
飛
騨
市
づ
く
り
」で

は
、
飛
騨
市
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
活

用
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、
飛
騨
市
の

米
や
野
菜
、飛
騨
牛
、鮎
な
ど
多
様
な
食

を
総
合
的
に
売
り
出
し
て
い
く
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
で
増
加
し
て
い
る
移
住
者
の

呼
び
込
み
の
強
化
、
会
員
数
５
４
０
０

人
を
超
え
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市
フ
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ブ
会
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の
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、
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イ
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ト
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ツ
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、
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市
の
活
力

を
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み
出
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め
の
工
夫
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
的

に
田
舎
へ
の
回
帰
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ

り
、「
移
住
し
た
く
な
る
ま
ち
飛
騨
市
」

を
目
指
す
と
と
も
に
、
飛
騨
市
の
歴
史

や
文
化
、
何
気
な
い
日
常
生
活
の
一
コ

マ
が
魅
力
的
な
観
光
資
源
に
な
り
う
る

と
い
う「
飛
騨
市
ら
し
さ
」を
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
化
す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
飛
騨
市
観
光
を
体
験
し
て
い
た
だ
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生
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、
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取
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べ
る
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飛
騨
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民
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本
格
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し
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習
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を
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、
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飛 騨 市 長
都竹　淳也

寄贈
茂住菁邨氏 
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飛騨市外国人材交流会外
市内で働く外国人技能実習生らに日本の文化を知ってもらおうと12日、外国

人向けにつるし飾りの体験会を市役所で開催しました。
市内事業所では、ベトナムやインドネシアなどから多くの技能実習生らが訪

れ、さまざまな業務に従事しています。市では、外国人に会社の垣根を越えて仲
間の輪を広げてもらうため、毎年交流会を開催しています。

この日は、市内の愛好家団体「つるしかざり研究会」の皆さんに講師として協
力していただき、市内の製造業など４社に勤務する外国人14人がつるし飾り作
りに挑戦しました。

参加者は、針と糸を使って布地の形を整え、７つのパーツを作り、最後にパー
ツを組み合わせて球状のつるし飾りを完成させました。

国人実習生 日本の文化に触れる12/12

黒内果樹園の天木政彦さん「岐阜県地域子ども支援賞」受賞子
市内の小学生にリンゴの栽培を教えてきた黒内果樹園の天木政彦組合長が、

子どもの地域活動への支援をたたえる「岐阜県地域子ども支援賞」を受賞さ
れ、18日に沖畑教育長から伝達表彰を受けました。
　この賞は、子どもたちが地域で行うさまざまな活動を一生懸命に支え、地域
にも貢献している、団体・個人に対して知事から表彰されるものです。

天木組合長は20年以上前から市内の小学校と特別支援学校からリンゴ栽培
体験や収穫体験の依頼を受けており、毎年リンゴの摘果や袋掛けなどを体験す
る機会を用意し、子どもたちを指導してきました。
　天木組合長は「果樹園として続けてきた取り組みが評価されてありがたい」
と話されました。

どもたちへの長年の体験提供が称えられる12/18

小学生向けドローン体験会を開催児
　地域おこし協力隊でドローンの専門的な知識と経験を持つ山﨑裕考さんに
よる市内小学生向けドローン体験会が20日、古川町公民館で行われました。
　この体験会は、市内の子どもたちに最先端技術に触れてもらう機会を増や
し、ドローンに興味を持ってもらうことを目的に開催したものです。
　この日は市内小学生25人が参加し、山﨑さんに教わりながらプログラミン
グや小型ドローンの操縦体験、FPVと呼ばれるドローン目線での迫力ある映
像を見るなどして、ドローンに触れました。
　児童らは、熱心に山﨑さんの話を聞きながら、楽しくドローンについて学ん
でいました。

童らがドローンに触れ楽しむ12/20

交通安全協会神岡支部が反射チョッキを神岡中学校へ贈呈交
　市交通安全協会神岡支部（吉村三治支部長）が12月23日、神岡中学校に
反射材の付いた交通安全啓発用のチョッキ50着を贈りました。
　このチョッキは、警察と高校生が連携して防犯や交通安全などの社会貢献
活動を行う「ＭＳリーダーズ」を務める生徒と保護者、同校職員らが交通安全
週間などで着用するほか、同校が取り組んでいる「ふるさと健脚大会」でもラ
ンナーの安全確保のため利用するそうです。
　この日は、支部のメンバーと飛騨警察署員ら４人が同校を訪れて「ドライ
バーや歩行者からよく見え、夏は涼しいメッシュ地のチョッキです」と上口淳
校長に手渡しました。上口校長は「地域の方々のこうしたサポートは大変あり
がたいです」と話していました。

通安全や地域貢献のために使用して12/23

クリスマスマーケットin神岡を開催ク
イルミネーションやおいしい食べ物などでクリスマスの雰囲気を楽しんでも

らおうと「クリスマスマーケットin神岡」が12日、神岡町の本町防災公園で行わ
れました。

このイベントは、コロナ禍でさまざまなイベントが中止となる中、年末に少し
でも明るい気持ちになってもらおうと、飛騨市観光協会が開催したものです。

会場には、この日だけのあたたかい食べ物や飲み物、物販など12店舗が出展
され、地元住民らなどでにぎわいました。

また、クリスマスイルミネーションも設置され、参加者らは一足早いクリスマ
スを楽しみました。

リスマスの雰囲気を楽しむ12/12

飛騨市美術館収蔵品展 記念ワークショップ自
飛騨市美術館収蔵品展「何にみえる？何を感じる？～抽象美術へのいざない

～」の開催を記念して19日、「抽象表現を楽しもう！」と題したワークショップを
開催し、市内の絵画愛好者ら６人が抽象画に挑戦しました。

この日は、地元で活躍する抽象画専門の画家・横山明男さん（高山市）が筆
のほかマスキングテープやストローなども使って、描き方の手本を示した後、参
加者らは工夫を凝らして、彩り豊かな作品を仕上げました。

参加した布谷千里さん（古川町）と柳尾恭子さん（古川町）は画用紙に向かっ
てペイントを含ませた筆を振って色を付けるなど、さまざまな技法にチャレンジ
し「自分だけの作品を作ることができてとても楽しかったです」と笑顔を見せて
いました。

自分だけの作品を描き、抽象表現を楽しむ12/19

飛騨市民病院のデイルームが飛騨の家具で一新入
　飛騨市民病院の入院患者が集まる２階のデイルームが21日、地域住民で
つくる「飛騨市民病院を守る会」からの寄付で、柏木工の協賛により飛騨
の家具による素敵な空間に生まれ変わりました。
　この日はデイルームの披露式が行われ、黒木嘉人病院長が同会と同社の
代表者に感謝状を手渡しました。
　黒木病院長は「飛騨の素晴らしい家具で素晴らしい癒しの空間が生まれ
た。病院としてできなかったことを守る会に助けられ実現できてうれしい」
と感謝を述べました。同会の針田俊一会長は「デイルームが安らぎを与え
る温かい空間になった。会としてできる範囲で、地域の宝でもある病院の
力になりたい」と話されました。

院患者の安らぎの場所に12/21

第22回米・食味分析鑑定コンクール国際大会結果報告飛
　静岡県駿東郡小山町で開催された第22回米・食味分析鑑定コンクール国
際大会で金賞等を受賞した農家らが23日、市役所を訪れ都竹市長に受賞を
報告しました。
　この日は各部門で受賞した、飛騨市うまいお米研究会に加わる和仁農園の
平田昌英さんとみつわ農園の永田政和さん、古田雄貴さん、稲越農業改良組
合の宮本善秋さんらが市役所に訪れ、受賞の喜びを都竹市長に報告しまし
た。
　都竹市長は「これからもおいしいお米を作ってもらいたい」と激励の言葉を
贈り、国際総合部門で金賞に輝いた平田さんは「農園スタッフみんなの力で６
年連続で金賞を受賞することができた」と話しました。

騨市のお米が金賞・特別優秀賞を受賞12/23
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高齢化率

転　入
転　出

（12月31日現在） の状況（12月31日現在）の動き（1月１日現在 住民登録人口） の状況

17 3 20 398

18 2 30 484

-1 1 -10 -86
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11,361 12,108 23,469 8,885
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39.20%

設 立

社 員

活動地域

主な活動

令和２年６月
約70名
流葉地域
スキー場やコテージ、キャンプ
場などの施設の運営管理
スキー場は今シーズンは3/7ま
で営業予定！
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